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１．かわごえ子育てプラン体系図  

目標１ （１）子どもと親の健康の確保・増進
（２）「食育」の推進
（３）思春期保健対策の充実
（４）小児医療の充実

目標２ （１）次代の親の育成
（２）子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備
（３）家庭や地域の教育力の向上

目標３ （１）親の学びの機会の充実
（２）親の社会参加の機会の充実

目標４ （１）多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し
（２）仕事と子育ての両立の推進

（１）地域における子育て支援サービスの充実
目標５ （２）保育サービスの充実

（３）子どもの健全育成の取組
（４）体験活動・交流の促進
（５）地域における子育て支援のネットワークづくり
（６）子育て情報提供の充実

目標６ （１）児童虐待防止対策の充実
（２）ひとり親家庭等の自立支援の推進
（３）障害児施策の充実

（１）良質な住宅・良好な居住環境の確保
目標７ （２）安全な道路交通環境の整備

（３）安全・安心なまちづくり
（４）子ども等の交通安全を確保するための活動の推進
（５）子ども等を犯罪等の被害から守るための活動の推進
（６）被害に遭った子どもの支援の推進

子育てを地域で支える仕組づく
りの推進
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基本理念 施策目標

子どもと親の豊かな健康づくり
の推進

子ども等にやさしく、安全・安心
なまちづくりの推進

要支援児童へのきめ細かな取
組の推進

基本目標

心身の健やかな成長に資する
教育環境づくりの推進

子育ての喜びを実感し、子ども
とともに成長できる機会の充実

仕事と子育ての両立を支援す
る施策の充実
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２．進捗状況総括表 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 （単位：千円）
平成17年度 平成18年度
予　算　額 予　算　額

(実事業数） 〔決算額〕 〔決算額〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　基本目標１ 52 888,421 906,349 46 4 1 1

子どもと親の豊かな健康づくりの推進 (52) 〔803,790〕 〔841,746〕 (46) (4) (1) (1)

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

  
  

2 306 561 1 1
(2) 〔306〕 〔487〕 (1) (1)
21 680,626 685,571 19 2
(21) 〔619,166〕 〔640,130〕 (19) (2)
29 207,489 220,217 27 1 1
(29) 〔184,318〕 〔201,129〕 (27) (1) (1)

　基本目標２ 52 1,649,471 2,334,851 37 10 3 2

心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推進 (49) 〔982,918〕〔1,817,804〕 (35) (10) (3) (1)

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　
  
  

7 1,595 1,595 1 4 1 1
(6) 〔1,444〕 〔1,545〕 (1) (4) (1) (0)
5 54,213 66,551 3 1 1
(5) 〔49,883〕 〔64,041〕 (3) (1) (1)
40 1,593,663 2,266,705 32 5 1 2
(38) 〔931,591〕〔1,752,218〕 (30) (5) (1) (2)

　基本目標３ 6 2,851 1,641 4 2

子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機会の充実 (2) 〔2,820〕 〔1,314〕 (1) (1)

　 　 　 　 　 　 　 　
　 　
  
  

2 2,851 1,641 1 1
(2) 〔2,820〕 〔1,314〕 (1) (1)
2 0 0 2
(0) 〔0〕 〔0〕 (0)
2 0 0 1 1
(0) 〔0〕 〔0〕 (0) (0)

　

 

 　

 

-

  

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

　拡充事業　

　継続事業　

 

-

　継続事業　

評価・特記事項 (施策目標別）項　　　　　目

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　 　 新規事業

-

平成18年度末の進捗状況事業数

●施策目標(1)「子どもと親の健康の確保・増進」については、重点施策の「乳幼児健診」「母親学
級・両親学級」「育児関連講座等への協力」「未熟児・長期療養児訪問指導」「乳幼児医療費の助
成（平成18年度よりこども医療費の助成）」など概ね計画どおりに進捗できたが、「保健推進員によ
る妊婦訪問」がＢ評価、「のびのび子育て広場」がＥ評価となっている。

   

●施策目標(2)「子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備」については、重点施策の
「川越市教職員研修事業」「指導方法の工夫改善、少人数学級」など概ね計画どおりに進捗できた
が、重点施策の「川越市子ども読書活動推進計画の策定・推進」及び「情報教育」「幼児教育振興
プログラムの策定」「小江戸中学生読書手帳事業」「育児関連講座」がＢ評価、「公立学校施設の
整備」「学校図書館図書の整備」がＣ評価、「総合的な学習の時間の支援」（教育研究所）、「ミュー
ジアムシアター」がＤ評価となっている。

●施策目標(2)「親の社会参画の機会の充実」については、重点施策の「イベント等への参加促進」
など概ね計画どおりに進捗できたが、重点施策の「つどいの広場」がＢ評価となっている。

●施策目標(1)「親の学びの機会の充実」については、「母親学級・両親学級（1-(1)-15の再掲)」な
ど概ね計画どおりに進捗できたが、「育児関連講座」がＢ評価となっている。

  

- - -

●施策目標(3)「家庭や地域の教育力の向上」については、重点施策の「家庭教育講座」など概ね
計画どおりに進捗できたが、重点施策の「総合型地域スポーツクラブ」及び「学習相談」「学生ボラ
ンティアの活用」「出前講座」「子どもエコクラブ」がＢ評価、「人材バンク」がＣ評価となっている。

●施策目標(1)「次代の親の育成」については、「中学生社会体験事業」など概ね計画どおりに進捗
できたが、「子育て体験学習（1-(3)-3の再掲）」がＤ評価となっている。

-

-

-

 

-

-

- -

●施策目標(4)「小児医療の充実」については、「休日急患・小児夜間診療事業」など概ね計画どお
りに進捗できた。

●施策目標(3)「思春期保健対策の充実」については、「薬物乱用防止啓発」「飲酒・喫煙防止対
策」など概ね計画どおりに進捗できたが、「思春期保健相談」「中学生の健康教育」がＢ評価、「子
育て体験学習」がＤ評価となっている。

●施策目標(2)「食育の推進」については、「幼稚園・保育所等における指導」など概ね計画どおり
に進捗できたが、重点施策の「地域活動栄養士との協働」がＢ評価となっている。

-

 

- -

　   

-

-

-

　子育てをより楽しく充実したものにするため、子育てについて話
し合い、学ぶ場や社会参画の機会の充実に努めます。

- -

- -

 

-

- -

-

　多様化、複雑化する健康に関する諸問題を解決するため、健
診・相談・指導体制の充実に努めます。

　拡充事業　

　確かな学力、豊な人間性、たくましく生きるための健康や体力
を育むため、市立学校の教育活動・教育環境等の整備・充実に
努めます。

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

　継続事業　

 

拡充事業　
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　 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度

予　算　額 予　算　額
(実事業数） 〔決算額〕 〔決算額〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　基本目標４ 20 2,901 4,329 13 3 2 2
仕事と子育ての両立を支援する施策の充実 (9) 〔2,321〕 〔4,128〕 (7) (0) (1) (1)
　

　

　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　
  
  

4 0 0 1 1 2
(1) 〔0〕 〔0〕 (0) (0) (1)
9 0 0 6 2 1
(1) 〔0〕 〔0〕 (1) (0) (0)
7 2,901 4,329 6 1
(7) 〔2,321〕 〔4,128〕 (6) (1)

　基本目標５ 68 1,129,823 1,164,419 46 15 4 2 1

子育てを地域で支える仕組づくりの推進 (56) 〔1,086,349〕 〔739,740〕 (39) (10) (4) (2) (1)

　また、家庭で子育てをしている母親の支援の充実に努めます。
　

　
　 　 　 　

　 　
　 　 　 　

　 　
　 　 　 　

　 　

  
  

13 0 620 2 6 4 1
(10) 〔0〕 〔459〕 (2) (3) (4) (1)
24 637,792 664,910 16 7 1
(22) 〔600,453〕 〔246,067〕 (16) (5) (1)
31 492,031 498,889 28 2 1 　
(24) 〔485,896〕 〔493,214〕 (21) (2) (1)

  

　子育てしやすい環境を整備するため、市民の多様な保育ニー
ズに応えるとともに、保育所待機児童の解消に努めます。

●施策目標(2)「保育サービスの充実」については、重点施策の「通常保育事業」「延長保育事業」
「統合保育事業」「法人立保育所への支援」など概ね計画どおりに進捗できたが、重点施策の「産
休明け保育事業」「認可外保育施設への助成制度」「保育サービス評価の仕組の導入検討」「認証
保育所制度の検討」及び「家庭保育室委託事業」がB評価、重点施策の「公立保育所の運営方法
の検討」「土曜保育事業」がＣ評価、「認可外保育施設等の認可化支援」がD評価となっている。

  

●施策目標(3)「子どもの健全育成の取組」については、重点施策の「地域子どもサポート推進事
業」など概ね計画どおりに進捗できたが、「民生委員・児童委員研修会」「子育て体験学習（1-(3)-
3）の再掲）」がＢ評価、「子どもに関する条例」（教育指導課、青少年課、人権推進課、子育て支援
課）がＣ評価、「不登校児童生徒支援スタッフ事業」がＥ評価となっている。

●施策目標(4)「体験活動・交流の促進」については、「各種体験・交流事業」など概ね計画どおりに
進捗できたが、「子育て体験学習（1-(3)-3の再掲）」「つどいの広場(3-(2)-1の再掲）」「地域子育て
支援センター事業(5-(1)-5の再掲）」「保育所による地域子育て支援事業(5-(1)-6の再掲）」がＢ評
価となっている。

●施策目標(5)「地域における子育て支援のネットワークづくり」については、「子育てサークルへの
出前講座」「子育てサークルへの施設提供」など概ね計画どおりに進捗できたが、「つどいの広場
（3-(2)-1の再掲)」等がＢ評価、重点施策の「子育てネットワーク事業」がD評価となっている。

　仕事と子育てを両立しやすい社会の実現のため、事業主等に
対する啓発や、地域における子育ての相互援助活動の推進に努
めます。

　 　

　継続事業　

　継続事業　

 

●施策目標(1)「地域における子育て支援サービスの充実」については、重点施策の「学童保育事
業」「一時保育事業」「特定保育事業」「ファミリー・サポート・センター事業」など概ね計画どおりに進
捗できたが、「地域子育て支援センター事業」「保育所による地域子育て支援事業」、「つどいの広
場(3-(2)-1の再掲)」がＢ評価、重点施策の「病後児保育事業（施設型）」がＣ評価となっている。

●施策目標(2)「仕事と子育ての両立の推進」については、「ファミリー・サポート・センター事業（5-
(1)-8に掲載）」など概ね計画どおりに進捗できたが、「つどいの広場（3-(2)-1)の再掲」「家庭保育
室委託事業（5-(2)-8に掲載）」「認可外保育施設への助成制度（5-(2)-9)に掲載）」がＢ評価、「病後
児保育事業（施設型）（5-(1)-2に掲載）」がＣ評価、「認可外保育施設等の認可化支援（5-(2)-10に
掲載）」がＤ評価となっている。

評価・特記事項 (施策目標別）
事業数

●施策目標(6)「子育て情報提供の充実」については、重点施策の「育児サークル支援」など概ね
計画どおりに進捗できたが、「育児情報発信活動」（保育課）がＢ評価となっている。

●施策目標(1)「多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し」については、重点施策の
「育児休業取得等の推進・啓発」など概ね計画どおりに進捗できたが、重点施策の「一般事業主と
の連絡協議会」がＣ評価、「労働基本調査」がD評価、「求職相談」がＥ評価となっている。

-

 

平成18年度末の進捗状況

-

 

-

-

-

-

-

-

項　　　　　目

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

　拡充事業　

　拡充事業　

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

- -

-

-

-
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　 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度

予　算　額 予　算　額
(実事業数） 〔決算額〕 〔決算額〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　基本目標６ 33 1,214,509 1,257,729 30 1 1 1

要支援児童へのきめ細かな取組の推進 (25) 〔1,152,570〕〔1,187,596〕 (22) (1) (1) (1)

　
    

1 0 0 1
(1) 〔0〕 〔0〕 (1)
6 799 1,546 5 1
(2) 〔1,069〕 〔1,410〕 (1) (1)
26 1,213,710 1,256,183 24 1 1
(22) 〔1,151,501〕〔1,186,186〕 (20) (1) (1)

　基本目標7 43 675,320 795,897 38 2 1 2

子ども等にやさしく、安全・安心なまちづくりの推進 (40) 〔603,505〕 〔759,435〕 (35) (2) (1) (2)

　
　 　
　 　
　 　

　 　

　 　
　 　
  
  

0 0 0
（0） 〔0〕 〔0〕
4 32,611 88,682 3 1
（3） 〔30,236〕 〔82,294〕 (2) (1)
39 642,709 707,215 35 2 2
(37) 〔573,269〕 〔677,141〕 (33) (2) (2)

274 5,563,296 6,465,215 213 37 11 10 3

（233) 〔4,634,273〕 〔5351763〕 （184) （28) （10) （ 8) （3)

　 　 　 　 　 　 　

　
29 4,752 4,417 6 13 7 3 0 　

(22) 〔4570〕 〔3805〕 ( 5) ( 9) ( 6) (2) (0)
71 1,406,041 1,507,260 54 12 3 2 0
(54) 〔1300807〕 〔1033942〕 (42) (8) (3) (1) (0)
174 4,152,503 4,953,538 153 12 1 5 3

(157) 〔3328896〕 〔4314016〕 (137) (11) (1) (5) (3)

--

 

　

-

  

　

②平成１８年度末の進捗状況（５段階評価）については、各所管課が評価を行っております。

-

-

①事業数及び平成１８年度末の進捗状況のカッコ内については、再掲の事業を含めない実事業
数を記載しております。

●施策目標(5)「子ども等を犯罪等の被害から守るための活動の推進」については、重点施策の
「川越市防犯のまちづくり基本方針に基づく各種施策」など概ね計画どおりに進捗できたが、「ＣＡＰ
プログラム」がD評価となっている。

●施策目標(3)「障害児施設の充実」については、重点施策の「肢体不自由児認可通園施設」及び
「障害児への補装具等の交付」「特別支援教育」など概ね計画どおりに進捗できたが、「障害者総
合相談会」がＢ評価、「障害児者地域療育等支援事業」がＥ評価となっている。

 

項　　　　　目

　

 

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業 - -

   

●施策目標(6)「被害に遭った子どもの支援の推進」については、「犯罪被害者支援推進協議会へ
の補助」など概ね計画どおりに進捗できた。

　拡充事業　 - - -

　継続事業　 -

●施策目標(3)「安全・安心なまちづくり」については、「ユニバーサルデザインによる都市公園等の
整備」「旅客施設、車両等のバリアフリー化」など概ね計画どおりに進捗できたが、「防犯灯の整
備」がＢ評価、重点施策の「公共施設等のバリアフリー化」がＣ評価となっている。

●施策目標(4)「子ども等の交通安全を確保するための活動の推進」については、重点施策の「交
通安全教育」及び「児童の登校時の交通の安全確保」など概ね計画どおりに進捗できた。

　 　

 

-

　拡充事業　

　継続事業　

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

-

 　 　

-

--

　　　【掲載事業の内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新規事業

　拡充事業　

　継続事業　

　＜合　　計＞

　

 

--

平成18年度末の進捗状況事業数
評価・特記事項 (施策目標別）

　すべての子どもが健やかに成長することができるよう、児童虐
待の防止や障害を持つ児童とその家庭等への支援策の充実を
図ります。

　親子が安心して外出できるよう、公共施設等のバリアフリー化
及び防犯対策の推進に努めます。

●施策目標(1)「良質な住宅・良好な居住環境の確保」については、「公営住宅における優先入居」
など概ね計画どおりに進捗できたが、「特定優良賃貸住宅」がＤ評価となっている。

●施策目標(2)「安全な道路交通環境の整備」については、「歩行空間のバリアフリー化」「屋外広
告物の撤去」「各種交通安全施設の整備」「市内循環バス（川越シャトル）」など概ね計画どおりに
進捗できた。

●施策目標(2)「ひとり親家庭等の自立支援の推進」については、「母子家庭相談」「ひとり親家庭
等医療費の助成」など概ね計画どおりに進捗できた。

●施策目標(1)「児童虐待防止対策の充実」については、重点施策の「育児家庭支援事業」（総合
保健センター）「児童虐待防止ネットワーク会議（平成18年度より要保護児童対策地域協議会）」な
ど概ね計画どおりに進捗できたが、重点施策の「育児家庭支援事業」（子育て支援課）がＣ評価と
なっている。

- -

-
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計画スタート時 平成２１年度末までの

（平成１７年４月） 目標事業量

病後児保育事業

（施設型）

一時保育事業　※１

特定保育事業　※１

※１　「一時保育事業」と「特定保育事業」は一体化
※２　定員数
※３　公立保育所：登録児童について、定員９０人以上は平均的な３歳児の配置基準の１５人、９０人未満は１０人として、スポットは一律で３人として積算　
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施しているため各定数を計上
　　　民間保育所：各園に照会して受け入れ可能児童数を確認
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施している場合は各定数を計上

通常保育事業　※2

延長保育事業　※3 ３５箇所・１，０９０人３１箇所・８１７人３１箇所・８３２人２１箇所・５３２人

３０箇所 ３０箇所 ３４箇所

２，５２０人 ２，５２０人 ２，５９５人 ３，０９８人

０箇所・０人 ０箇所・０人 １箇所・１０人

４箇所 ４箇所 ６箇所 ５箇所

１０箇所

学童保育事業 １，８２４人 １，８２４人 １，８５０人 ２，０８２人

地域子育て支援センター事
業

保育所による地域子育て支
援事業

つどいの広場 ０箇所

０箇所・０人

２８箇所

３．目標事業量設定事業の進捗状況

６箇所・６０人 ６箇所・６０人 １１箇所・１１０人 ２４箇所・１２０人

事業名 平成１７年度末 平成１８年度末

３箇所 ５箇所
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４ 事業別進捗状況
（１）基本目標１　子どもと親の豊かな健康づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（１）　子どもと親の健康の確保・増進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 母子保健地域組織育成事業 拡充 総合保健センター

 
　 　

2 事故防止対策 継続 のびのび子育て広場を開催し、生活習
慣の確立と事故防止の啓発を実施。

総合保健センター

　 　 ・実施回数　６回
・参加人数(組)　160組

　 　

3 乳幼児健診 拡充 ４か月・１歳６か月・３歳３か月児を対象
に身体発育・精神発達の両面から健診
を行い、児の健康の保持増進を図った。

４か月・１歳６か月・３歳３か月児を対象
に身体発育・精神発達の両面から健診
を行い、児の健康の保持増進を図った。

総合保健センター

・４か月児健康診査(年間３６回) ・４か月児健康診査(年間３６回)
該当児数　2,715人　受診児数　2,510人 該当児数　2,788人　受診児数　2,598人

・１歳６か月児健康診査(年間４８回) ・１歳６か月児健康診査(年間４８回)
該当児数　2,840人　受診児数　2,660人 該当児数　2,771人　受診児数　2,600人

　 　 ・３歳児健康診査(年間４８回) ・３歳児健康診査(年間４８回)
該当児数　3,017人　受診児数　2,639人 該当児数　2,936人　受診児数　2,645人

4 乳幼児相談 拡充 育児不安の解消と保護者同士の情報交
換の場として、乳幼児相談を実施。

育児不安の解消と保護者同士の情報交
換の場として、乳幼児相談を実施。

総合保健センター

・実施回数　３５回 ・実施回数　３６回
・来所者数　2,019人 ・来所者数　2,129人

5 母乳育児相談 継続 助産師による母乳育児相談を乳幼児相
談と同時に実施した。

助産師による母乳育児相談を乳幼児相
談と同時に実施した。

総合保健センター

・実施回数　１８回 ・実施回数　１８回
・相談者数　２６２人 ・相談者数　３１１人

6 電話による健康相談 拡充 もしもし健康相談　　９０１件 もしもし健康相談　　８９８件 総合保健センター

女性相談　　　　　　　６５件 女性相談　　　　　　　７７件
その他相談　　　　4,587件 その他相談　　　　5,154件

7 2歳児親子歯科健診 継続 ２歳児とその親の歯科健診を実施。 ２歳児とその親の歯科健診を実施。 総合保健センター

・実施回数　１２回 ・実施回数　１２回
・受診児数　４６０人 ・受診児数　３５４人
・受診保護者数　３４３人 ・受診保護者数　２６９人

8 フッ化物塗布・洗口事業 継続 歯っピーフェスティバル、健康まつり等イ
ベントにて実施。

歯っピーフェスティバル、健康まつり等イ
ベントにて実施。

総合保健センター

・　フッ化物塗布　　４７０人 ・　フッ化物塗布　　５８６人
・　洗口事業　　　　２９２人 ・　洗口事業　　　　４６５人

9 予防接種の接種率向上 拡充 総合保健センター

予算額 所　管　課予算額 決算額№ 目標 予算額 決算額事　　業　　名

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。　　随時

保健推進員に対する研修会を実施した
ことにより、保健推進員の資質の向上が
図られた。なお、今後の課題として、妊
産婦の不安を受容できるよう保健推進
員の資質の向上を更に図っていく。

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。　　随時

0 0 0 0 A 0

88 77 乳幼児の事故防止に関するパネルを作
成し、児童センターこどもの城、川越駅
東口児童館等に掲示した。

35 47 A 乳幼児に対する事故防止の啓発活動に
ついては、これまでも様々な事業を通し
実施しており、保護者の関心も高まって
いる。今後も子どもの事故防止について
の啓発事業について、推進していく。

41

23,428 23,541 23,585 23,764 A 乳幼児健診については、高い受診率を
維持しており、健診の目的を十分果たす
ことができた。なお、今後の課題として
は、未受診者の状況把握を実施し、受診
勧奨を強化する。それともに、未受診者・
要支援者のフォロー体制を充実させる。

24,698

1,286 1,000 1,197 1,124 A 定例開催されている乳幼児相談につい
ては、多くの方に利用されており、育児
不安の解消等に寄与している。なお、今
後の課題としては、公民館・サークル等
の依頼を受け、保健師・栄養士・歯科衛
生士等による出前相談を充実させてい
く。

1,270

126 126 210 210 A 母乳に関する相談に個別で対応してお
り、母親の不安を解消し、母乳育児の推
進が図られた。今後も継続して実施して
いく。

210

894 406 504 504 A 電話相談については、気軽に相談できる
ことから、多くの人に利用されており、問
題解決等にも寄与している。なお、今後
の課題としては、子どもと母の健康に関
する相談、不妊・更年期等の相談を充実
させる。

504

1,362 1,432 1,601 1,507 A 健診を実施したことにより、受診者は、口
腔衛生の意識が高まり、むし歯の減少に
努めるようになった。今後も継続して実
施していく。

1,530

0 0 0 0 A フッ化物塗布・洗口事業を通して、むし歯
予防のための意識啓発が図られた。今
後も継続して実施していく。

0

A 予防接種の接種勧奨については、広報・
ホームページの情報提供、健康づくりス
ケジュールの全戸配布等により、周知が
図られている。なお、今後の課題として
は、対象者に対する個別通知を実施す
るなど、一層の周知徹底を図ることを検
討する。

0広報・ホームページによる情報提供、健
康づくりスケジールの全戸配布により、
予防接種の接種勧奨等を行った。

0 0 広報・ホームページによる情報提供、健
康づくりスケジールの全戸配布により、
予防接種の接種勧奨等を行った。

0 0
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10 保健推進員による妊婦訪問 拡充 訪問を希望する妊婦に対し、保健推進
員が訪問を実施した。

訪問を希望する妊婦に対し、保健推進
員が訪問を実施した。

総合保健センター

・訪問件数　４３８件 ・訪問件数　５２５件
・依頼件数　６７３件 ・依頼件数　７４２件

11 新生児、産婦訪問指導 拡充 出産後２か月以内の第１子及び第２子
以降で希望のあった母子に対し、訪問
指導を実施した。

出産後２か月以内の第１子及び第２子
以降で希望のあった母子に対し、訪問
指導を実施した。

総合保健センター

・新生児　　1,057人 ・新生児　　1,190人
・産　婦　　　1,036人 ・産　婦　　　1,173人

12 乳幼児訪問指導 拡充 健診・相談・関係機関の依頼等により、
保健師が訪問指導を実施した。

健診・相談・関係機関の依頼等により、
保健師が訪問指導を実施した。

総合保健センター

・乳児　５７件 ・乳児　１１６件
・幼児　８３件 ・幼児　７４件

13 不妊に対する支援 継続 特定不妊治療費の助成 特定不妊治療費の助成 総合保健センター

・交付件数　６８件 ・交付件数　８１件
不妊専門相談センター 不妊専門相談センター
・相談件数　１７件 ・相談件数　２８件

14 妊婦健康診査 継続 ・妊婦一般健康診査定　１回目　2,775人 ・妊婦一般健康診査定　１回目　2,701人 総合保健センター

・妊婦一般健康診査定　２回目　2,575人 ・妊婦一般健康診査定　２回目　2,634人

・ＨＢｓ抗原検査　2,768人 ・ＨＢｓ抗原検査　2,688人
・超音波検査　　　　３０１人 ・超音波検査　　　　３７６人
・ＨＩＶ抗体検査　　2,715人 ・ＨＩＶ抗体検査　　2,605人

15 母親学級・両親学級 拡充 妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの場
を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの場
を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

総合保健センター

・マタニティスクール ・マタニティスクール
延実施回数　１８回　　参加人数　２９７人 延実施回数　１８回　　参加人数　２９７人

・プレ・パパママスクール ・プレ・パパママスクール
実施回数　１０回　　参加人数　２９２人 実施回数　１０回　　参加人数　３４８人

16 マタニティ体操 継続 妊娠６か月以上の妊婦を対象に、出産
準備が積極的にできるよう体操や呼吸
法を指導した。

妊娠６か月以上の妊婦を対象に、出産
準備が積極的にできるよう体操や呼吸
法を指導した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　２５２人 ・延参加人数　１６３人

17 マタニティクッキング 継続 妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
期及びその後の食生活をよりよくするこ
とを目的として、調理実習・指導を行っ
た。

妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
期及びその後の食生活をよりよくするこ
とを目的として、調理実習・指導を行っ
た。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　１１０人 ・延参加人数　　９６人

18 妊婦歯科健診 継続 妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
中に起こりやすい歯科疾患の予防のた
め健診と歯みがき指導を実施した。

妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
中に起こりやすい歯科疾患の予防のた
め健診と歯みがき指導を実施した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・参加人数　　１５３人 ・参加人数　　１６９人

880 742 880 911 B 保健推進員の訪問は、実績はあるもの
の、訪問を希望する妊婦の最近の傾向
として、保健推進員ではなく、専門職の
助産師、保健師等による訪問も希望して
いる。このため、今後、訪問のあり方に
ついて、検討していく必要があると思わ
れる。

880

4,211 3,663 4,833 4,681 A 川越市の新生児、産婦訪問指導につい
ては、専門の助産師による木目が細か
い指導を実施しており、訪問実績も十分
である。なお、今後の課題としては、専門
職である助産師を更に確保していく。

4,689

0 0 0 0 A 支援の必要な乳幼児に対して、保健師
による訪問指導が実施されており、訪問
指導後についても、適切なフォローを実
施している。今後も継続して実施してい
く。

0

8,495 7,261 8,480 8,466 A 特定不妊治療費の助成件数も不妊専門
相談センターの相談件数についても、前
年実績を上回った利用がなされている。
今後も支援を継続していく。

14,480

48,771 46,242 47,917 46,127 A 妊婦健診については、高い受診率を維
持しており、健診の目的を十分果たすこ
とができた。なお、今後の課題として、公
費負担の妊婦健診の回数を５回に増や
すことや健診項目も増やすことを検討す
る。

47,830

521 519 469 450 A 母親学級・両親学級については、妊婦や
その夫に、妊娠、出産、育児等について
学習していただくことにより、積極的に出
産に臨んでもらうことができた。今後の
課題としては、実施日を夏休みや冬休み
に設定するなど、参加しやすいよう工夫
することである。

551

262 115 171 131 A マタニティ体操については、妊婦の方
に、体操や呼吸法を学んでもらうことに
より、出産準備を積極的に行っていただ
いた。今後の課題として、内容を更に充
実させていく。

166

146 112 159 114 A マタニティクッキングについては、妊婦の
方に、調理実習を通して栄養に関する知
識を学んでいただくことにより、妊娠期及
びその後の食生活の改善が図られた。
今後の課題として、内容を更に充実させ
ていく。

120

518 588 602 613 A 健診を実施したことにより、受診者は、口
腔衛生の意識が高まり、むし歯の減少に
努めるようになった。今後も継続して実
施していく。

612

7



19 母子栄養食品の支給 継続 低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握・指導を行った。

低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握・指導を行った。

総合保健センター

・妊産婦　２人 ・妊産婦　０人
・乳児　８人 ・乳児　９人

20 のびのび子育て広場 継続 のびのび子育て広場を開催し、生活習
慣の確立と事故防止の啓発を実施。

終了 総合保健センター

・実施回数　６回
・参加人数(組)　160組

　
21 離乳食教室 継続 離乳食の初期、中期に教室を開始し、離

乳食についての指導を実施した。
離乳食の初期、中期に教室を開始し、離
乳食についての指導を実施した。

総合保健センター

・初期 ・初期
実施回数　１２回　　参加人数　２２８組 実施回数　１２回　　参加人数　２４２組
・中期 ・中期
実施回数　１２回　　参加人数　１７２組 実施回数　１２回　　参加人数　１６６組

22 おやつと歯みがき教室 継続 ２歳６か月から４歳児とその保護者を対
象におやつづくりを行うことで、おやつの
あり方の興味を高めると同時に、口腔内
の手入れの仕方について指導を行っ
た。

２歳６か月から４歳児とその保護者を対
象におやつづくりを行うことで、おやつの
あり方の興味を高めると同時に、口腔内
の手入れの仕方について指導を行っ
た。

総合保健センター

・実施回数　　　　１２回 ・実施回数　　　　１２回
・延参加人数　　１０４組 ・延参加人数　　１３１組

市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等を実施した。

市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等を実施した。

総合保健センター

・実施回数　２７回 ・実施回数　３３回
・参加者延べ９５３人 ・参加人数延べ1,228人

24 未熟児・長期療養児訪問指導 拡充 総合保健センター

・要指導者への訪問指導　３３６人 ・要指導者への訪問指導　４０２人

25 ひよこ教室・ひよこサロン 継続 ひよこ教室（未熟児教室） ひよこ教室（未熟児教室） 総合保健センター

・実施回数　２回　・延参加人数　１５組 ・実施回数　２回　・延参加人数　３４組
ひよこサロン（ちいさく生まれた子どもを
持つ親の会）

ひよこサロン（ちいさく生まれた子どもを
持つ親の会）

・実施回数１２回　・延参加人数　３３組 ・実施回数１２回　・延参加人数　６６組

26 ダウン症児を持つ親の会 継続 いもっこの会の開催 いもっこの会の開催 総合保健センター

・実施回数　　　１１回 ・実施回数　　　１１回
・延参加人数　１６６組 ・延参加人数　１１３組

27 継続 ポッポサークルの開催 ポッポサークルの開催 総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　　９９組 ・延参加人数　　７８組

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、訪問が必要とされる場合に保健師等
が訪問指導を実施した。

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、訪問が必要とされる場合に保健師等
が訪問指導を実施した。

23 育児関連講座等への協力 拡充

食物アレルギーの子どもをもつ
親の会

105 32 138 83

いもっこの会の開催により、ダウン症児
の保護者に対し、情報交換や講演会を
通じ、互いに助け合える支援の場を提供
できた。今後も継続してい実施していく。

128

89 0 201 52

ポッポサークルの開催により、食物アレ
ルギーの子どもをもつ保護者に対し、随
時情報提供、育児不安の解消等の支援
の場を提供できた。今後も継続して実施
していく。

10833

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、保健師等による訪問指導を実施して
おり、訪問指導後も適切なフォローを実
施している。なお、今後の課題として、処
遇困難事例に対しての検討会等を開催
し、担当者の資質の向上を図っていく。

183

A ひよこ教室、ひよこサロンの開催により、
乳幼児の成長の確認、育児支援及び育
児不安の解消、親同士の交流の場を提
供できた。今後も継続して実施していく。

108

69

60 83 A10

A

－ Ｅ

224 149 232 120

159

A 低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クの支給や健康状態・育児状況の把握
及び指導をすることにより、母体の健康
保持、胎児及び出産後の乳児の健全な
成長の支援ができた。今後の課題として
は、更に充実した制度としていく。

245

A 離乳食教室については、離乳食の初期
又は中期の児とその保護者の方に、調
理実習を通して離乳食に関する知識を
学んでいただくことにより、離乳食に関す
る不安の解消が図られた。今後の課題
として、内容を更に充実させていく。

195

－ －

A おやつ歯みがき教室については、2歳6
か月児から4歳児とその保護者の方に、
食への興味を高めると同時に口腔内の
手入れについて体験していただくことに
より、幼児期における食習慣の重要性を
認識していただいた。今後の課題とし
て、内容を更に充実させていく。

152

69

42

112 104 157 127

A

0 0

－

60 28 78

187 191 241

－

A 市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等が実施できた。今後は、講座開催
の機会が増やしていけるよう、公民館等
関係機関と連携を図るとともに、子育て
サークル等にも周知していく。

35

8



28 すくすくクリニック 継続 未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　６５人 ・受診者数　　　６７人

29 発育・発達クリニック 拡充 総合保健センター

30 こどもの心の健康相談 拡充 総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　５４人 ・受診者数　　　６６人

31 多胎児をもつ親の会 継続 ハッピーエンジェルへの支援 ハッピーエンジェルへの支援 総合保健センター

・実施回数　　　　２４回 ・実施回数　　　　２４回
・延参加人数　　４０６組 ・延参加人数　　３５６組

32 乳幼児医療費の助成 拡充 こどもが必要とする医療を容易に受けら 647,328 587,367 こどもが必要とする医療を容易に受けら 651,833 606,668 こどもが必要とする医療を容易に受けら 621,703 医療助成課
(平成１８年度以降こども医療費 れるようにし、こどもの保健の向上と福 れるようにし、こどもの保健の向上と福 れるようにし、こどもの保健の向上と福
の助成） 祉の増進を図るためこどもに対する医 祉の増進を図るためこどもに対する医 祉の増進を図るためこどもに対する医

療費の一部を支給した。 療費の一部を支給した。 Ａ 療費の一部を支給する。
６月診療分から入院を１５歳の年度末ま
でに拡大し、自己負担金を廃止した。
(通院は従来どおり、小学校就学前まで)
支給件数　282,288件 支給件数　293,053件 支給予定件数　303,000件
支給額　551,921千円 支給額　572,249千円 支給予定額　585,000千円

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。
・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　９２人

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。
・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　８０人

960 943 973 963

A

449 493 465489

969 957 973 957

未熟児及び発育・発達に遅れがみられ
る概ね1歳までの子どもを対象に、診察・
相談を実施することにより、成長・発達を
正しく評価し、健やかな育成と育児につ
いての支援ができた。今後は、相談体制
を充実させ、更に受診しやすい制度にし
ていく。

487

成長や精神・運動発達に心配がある乳
幼児等を対象に、診察・相談・発達テスト
を実施することにより、成長・発達を正し
く評価し、健やかな育成と育児について
の支援ができた。今後は、相談体制を充
実させ、更に受診しやすい制度にしてい
く。

1135

A

A 心の健康に心配がある乳幼児等を対象
に、診察・相談・発達テストを実施するこ
とにより、成長・発達を正しく評価し、健
やかな育成と育児についての支援がで
きた。今後は、相談体制を充実させ、更
に受診しやすい制度にしていく。

1135

7584 0 63 0 多胎児をもつ親の会に対し、より専門的
な育児の相談・保護者同士の情報交換
の場を提供することにより、多胎児の育
児をより楽しくプラス思考で行えるような
支援ができた。今後も継続して実施して
いく。

A

9



 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（２）　「食育」の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 幼稚園・保育所等における指導 拡充 0 0 0 0 0 保育課　
　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　
小学校2年生に対する食に関する指導 0 0 小学校2年生に対する食に関する指導 0 0 小学校2年生に対する食に関する指導 0 給食センター
　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回  各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

0 0 0 0 0 教育指導課

　 　
0 0 0 0 0 学校管理課

　  　
3 継続 0 0 0 0 0 給食センター

4 情報発信活動 拡充 総合保健センター

5 乳幼児健診・相談時の栄養相談 拡充 総合保健センター

6 食生活改善推進員協議会の活動支援 拡充 総合保健センター

7 地域活動栄養士会との協働 拡充 総合保健センター

0

8 拡充 総合保健センター

  

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催

食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習を実施した。

0

A

地域活動栄養士の会(ＰＦＣ）との共催事
業「たのしい食育」を実施した。この事業
は、1歳6か月から4歳未満の子とその保
護者に参加してもらい、食育について、
学んでもらった。

－マタニティクッキング・離乳食教
室・おやつと歯みがき教室・２歳
児親子歯科健診での展開

妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催し、望ましい食生活・
食べることの楽しさ等食事を通した健康
づくり・「食べる力」を育む支援をおこなっ
た。

－ －妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催し、望ましい食生活・
食べることの楽しさ等食事を通した健康
づくり・「食べる力」を育む支援をおこなっ
た。

2 小・中学校への指導 継続

№ 事　　業　　名 目標

0 食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習を実施した。

0

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談・教育を実施した。

－ －

食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣の啓発を掲示した。

0 0 食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣のポスターの掲示等を実施した。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

引き続き、児童生徒が生涯にわたり健康
で充実した生活を送るための基礎知識
を身に付けるための指導を行う。

学校栄養職員の研修会を実施する。
１回

学校栄養職員の研修会を実施した。
１回　17　名

学校栄養職員の研修会を実施した。
１回　17　名

Ａ

Ａ

決算額 予算額

0

予算額

地域の特色を活かした「食育」の
実践活動

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行った。
公立保育園２０園　各６回

地域活動栄養士会(PFCの会)の共催事
業等の実施等を検討する予定であった
が、未検討となってしまった。

0

－

0

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行った。
公立保育園２０園　各６回

所　管　課決算額

Ａ

0

Ａ

0 A 食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣のポスターの掲示等を実施する
など、情報発信活動を推進できた。な
お、今後の課題として、多くの市民に正
しい情報提供ができるよう支援していく

予算額

Ａ

－

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談コナーを設け、個別的な栄
養相談・教育を実施することができた。
今後も栄養士による栄養相談を充実さ
せていく。

A

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催、
地場産農産物に関する食育資料提供

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談・教育を実施した。

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行う。
公立保育園２０園　各６回

0 A

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催、
地場産農産物に関する食育資料提供

地域活動栄養士の会(ＰＦＣ）との共催事
業「たのしい食育」を開催することができ
た。この事業は、1歳6か月から4歳未満
の子とその保護者に参加してもらい、食
育について、学んでもらった。今後も定
期的に、共催事業を開催していく。

－

45

－

14 B

0

－ 妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催したことにより、望まし
い食生活・食べることの楽しさ等食事を
通した健康づくり・「食べる力」を育む支
援を行うことができた。今後も、食に対す
る関心を高めていく。

食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習の支援ができた。今
後は、参加者の充実を図るため周知に
協力する。

10



 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（３）　思春期保健対策の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を図っ
た。

165 24 ・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を図っ
た。

126 95 ・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を行う予
定。

71 保健総務課

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（川越駅周辺）に参
画した。

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（北朝霞駅周辺）に
参画した。

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（所沢駅周辺）に参
画する予定。

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣した。派遣回
数４回　受講者数１，１６８人

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣した。派遣回
数５回　受講者数１，３９５人

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣する予定。

児童生徒の薬物乱用を未然に防止する
ため、児童生徒に薬物に対する正しい
知識や乱用の恐ろしさ等について理解さ
せ、薬物乱用をさせない資質や能力を
育成する指導を行った。

0 0 児童生徒の薬物乱用を未然に防止する
ため、児童生徒に薬物に対する正しい
知識や乱用の恐ろしさ等について理解さ
せ、薬物乱用をさせない資質や能力を
育成する指導を行った。

0 0 引き続き、児童生徒の薬物乱用を未然
に防止するため、児童生徒に薬物に対
する正しい知識や乱用の恐ろしさ等につ
いて理解させ、薬物乱用をさせない資質
や能力を育成する指導を行う。

0 教育指導課

　 　 　 　  

保護者の参加を促す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　

2 思春期保健相談 新規 ・思春期の体の相談室 165 165 ・思春期の体の相談室 396 396 ・思春期の体の相談室 396 保健予防課
　（5回／年実施　相談者１５名）　 　（12回／年実施　相談者67名）　 　（12回／年実施予定）　
・思春期保健講座 141 141 ・思春期保健講座 165 91 ・高校への出前講座・相談 0

　（5回／年開催　参加者265名）　 　（3回／年開催　参加者103名） ・思春期保健講座 165
　  　

総合保健センター

3 子育て体験学習 新規 総合保健センター

4 中学生の健康教育 継続 総合保健センター

5 飲酒・喫煙防止対策 拡充 総合保健センター

6 性感染症対策 継続 ・性感染症検査・相談 0 0 ・性感染症検査・相談及び即日検査 0 0 ・性感染症検査・相談及び即日検査 0 保健予防課
（月３回　受検者182名） （月３回　受検者３９０名） （月３回実施予定）
・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0 0 ・エイズ関連講座 33,000 33,000 ・エイズ関連講座 33,000

　（1回／年開催　参加者28名） 　（年１回開催予定）
・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0 0 ・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0

Ａ

0 B0 0 学校等から随時、電話等の思春期相談
を受け付けた。

0

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施

予算額

1 薬物乱用防止啓発 継続

事　　業　　名 目標№

学校等から随時、電話等の思春期相談
を受け付けた。

所　管　課予算額決算額 予算額

Ａ

決算額

未実施 0 0 未実施

0 0

0

0

0 0 Ｄ 事業実施に向け、関係機関と調整してい
く。

0B学校からの依頼により、中学生を対象
に、健康教育を随時実施した。

0 0 学校からの依頼により、中学生を対象
に、健康教育を随時実施した。

未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。

0 0 未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。

A 未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。今後の課題として、啓発活動を強化
していく。

A

00 0

学校からの依頼による、中学生を対象と
する健康教育を随時実施した。今後の
課題として、啓発活動を強化していく。

学校等から随時、電話等により思春期
相談を実施することができた。今後の課
題として、啓発活動を強化していく。

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施予定

Ｂ
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 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（４）　小児医療の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

2 休日急患・小児夜間診療事業 継続 診療日数２４４日 診療日数２４５日 診療所

患者数５，１６７人 患者数５，０９８人

　 　
　 　

3 未熟児養育医療給付 継続 養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。

養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。

総合保健センター

・受給者数　　　97人 ・受給者数　　　118人

4 身体障害児育成医療給付等 継続 健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療
の給付を行った。

健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療
の給付を行った。

総合保健センター

・受給者数　　　102人 ・受給者数　　　135人

5 結核児童療育医療給付 継続 健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。

健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。

総合保健センター

・受給者数　　２人 ・受給者数　　１人

6 小児慢性特定疾患医療給付 継続 総合保健センター

・受給者数　　　２３３人 ・受給者数　　　２５１人

　　
　

小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

62,539

保健医療推進課0 0 　・川越市小児救急医療運営費補助金
の交付の対象となる埼玉医科大学総合
医療センターの小児の第二次救急医療
体制における位置付けが、埼玉県の意
向により平成17年度から小児救急医療
拠点病院に変更されたことに伴い、埼玉
県のみの補助対象事業となり、本市の
補助金の交付事務はなくなった。

0 0 A ・当該事業については現在、左記の理由
により市が主体となって事業を実施して
いない。
・小児初期救急医療体制病院で対応可
能な患者についても、第二次救急医療
体制病院である埼玉医科大学総合医療
センターへ駆けつけるケースが多く見ら
れ、第二次救急病院としての機能が阻
害されている状況にある。
・事業目標：拠点病院の存続（１病院）

0　・川越市小児救急医療運営費補助金
の交付の対象となる埼玉医科大学総合
医療センターの小児の第二次救急医療
体制における位置付けが、埼玉県の意
向により平成17年度から小児救急医療
拠点病院に変更されたことに伴い、埼玉
県のみの補助対象事業となり、本市の
補助金の交付事務はなくなった。

1 小児救急医療対策事業 継続

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 所　管　課

A 養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。今後も国の基準を遵守
していくとともに、制度の内容を周知して
いく。

27,152

A 46,311小児の初期救急医療を確保するため、
本年度も休日及び夜間に小児科の診療
を行う。

24,618 21,109 21,778 21,499

9,081 8,876 5,617

59,630 45,755 44,794

5,434

483 427 483 143 A 健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。今後も国の基準を遵守していくととも
に、制度の内容を周知していく。

128

9,036 A

A 小児の慢性疾患のうち、国が指定した特
定疾患について、必要な医療給付を行っ
た。今後も国の基準を遵守していくととも
に、制度の内容を周知していく。

42,74049,610 37,109 49,548 37,769

健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療の
給付を行った。今後も国の基準を遵守し
ていくとともに、制度の内容を周知してい
く。
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（２）基本目標２　心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（１）　次代の親の育成 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】
1 男女平等教育研修会 継続 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催した。
180 167 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催した。
170 71 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催する。
103 教育指導課

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努めた。

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努めた。

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努める。

2 中学生社会体験事業 継続 教育指導課
　 　

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２，８９９名（予定）

・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

3 子育て体験学習 新規 総合保健センター

（１－（３）－３の再掲）
　 　

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（２）　子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 学校管理課

　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

引き続き、児童生徒が生涯にわたり健
康で充実した生活を送るための基礎知
識を身に付けるための指導を行う。

教育指導課

　

小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 給食センター

　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

2 子ども情報提供事業 継続 生涯学習課

3 臨床心理士配置事業 新規 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行った。
・相談件数　２１９件

1,395 1,364 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行った。
・相談件数　２７５件

1,395 1,395 Ａ 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行う。

1,372 教育研究所

4 さわやか相談員配置事業 継続 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施した。
・中学校２２校に１１人配置
・相談者延べ人数　８，０４２人

9,010 8,973 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施した。
・中学校１１校に１１人配置
・相談者延べ人数　８，０４６人

9,911 9,805 Ａ 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施する。
・中学校２２校に２２人配置

25,185 教育研究所

1,320 1,320 1,320

-

1,320

- 未実施

決算額

A

-

1,320

900

-

-

-

- -

A

Ａ

A

- -

1 小・中学校への指導
（１－（２）－２の再掲）

7561,080

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ
た。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

予算額 決算額 予算額

774川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額

№ 事　　業　　名 目標

予算額

予算額 所　管　課

決算額 予算額

A

所　管　課

-- - Ｄ 事業実施に向け、関係機関と調整して
いく。

Ａ 川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

未実施 -

- -

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

- -

- -

1,080

継続

13



5 学校カウンセリング研修事業 継続 カウンセリングに必要な理論や技法を
身につけるために、教職員やさわやか
相談員への研修を実施した。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回
・担任のための不登校児童生徒への支
援研修会…３回

185 127 教職員やさわやか相談員への研修を実
施した。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回
・担任のための不登校児童生徒への支
援研修会…３回

175 151 Ａ 教職員や川越市さわやか相談員への
研修を実施する。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回

175 教育研究所

6 適応指導教室 継続 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施した。

1,140 1,008 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施した。

1,080 2,104 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施する。

2,135 教育研究所

・通室　小学生２人、中学生１０人 ・通室　中学生７人 ・通室　中学生７人
学校への訪問指導 学校への訪問指導 学校への訪問指導 教育指導課

未実施 未実施 未実施 教育研究所

8 川越市教職員研修事業 拡充 教育研究所

市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 0 市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 0 市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 教育指導課

・加配教員数
　　　　…小学校４８人、中学校３４人

・加配教員数
　　　　…小学校４８人、中学校３３人

・加配教員数
　　　　…小学校４９人、中学校３４人

※少人数学級については学校管理課

学校管理課

10 教育副読本の整備 継続 教育指導課4,0484,898

29,098 27,645 Ａ

4,437 Ａ小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備した。

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置した。
少人数学級のための臨時講師
　　　　　　　８名　３２，０９８，０００円

6,388

4,696

Ａ

Ａ

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置する。
少人数学級のための臨時講師　８名

Ａ

川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施する。研修内
容の工夫改善を図り、一部の研修に
コースによる選択制を導入した

継続

9 指導方法の工夫改善、少人数学級 拡充

7 総合的な学習の時間の支援

研修講座数　８５　　　　研修日数　２７７
日　　　　　　　　参加予定数　２，６１１人
参加延べ人数　５，７６８人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

5,696 4,755

Ａ

D

0

0

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置した。
少人数学級のための臨時講師　５名

小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備した。

4,899

川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施した。

3,827 川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施した。

0

小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備する。

16,439 15,828 31,129

研修講座数　８１　　　　研修日数　２１６
日　　　　　　　　参加者数　２，３９７人
参加延べ人数　５，６４３人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

研修講座数　８２　　　　研修日数　２１３
日　　　　　　　　参加者数　２，２５９人
参加延べ人数　５，５０２人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

6,837

0

0

0

0 0

0

0
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11 中学校社会体験事業 継続 教育指導課
（２－（１）－２の再掲）

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２８９９名（予定）
・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

12 国際理解教育 継続 小学校における総合的な学習の時間等 小学校における総合的な学習の時間等 小学校における総合的な学習の時間等 教育研究所

の国際理解教育、英語活動の充実のた の国際理解教育、英語活動の充実のた の国際理解教育、英語活動の充実のた
めの研修会、研究資料の作成を行った。 めの研修会、研究資料の作成を行った。 めの研修会を実施する。
・国際理解教育研修会２回
　　　　　　　　　　　　　　参加者８７人

・国際理解教育研修会２回　参加者８８人

・国際理解教育推進委員会
                        ４回　参加者３６人

・国際理解教育推進委員会
                         ４回　参加者３２人

13 情報教育 継続 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行った。

109,270 93,296 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行った。

115,482 84,754 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行う。

136,152 教育研究所

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

更新　中学校１０校各４１台（４１０台） 更新　小学校６校各２１台 小学校２５校のコンピュータ室、小中学
校５５校職員室用（各校１台）更新

パソコン初級講座他３研修会　９回 パソコン初級講座他３研修会　９回

14 土曜体験教室 継続 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

60 60 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

60 36 60 博物館

22回　延べ1,426人 ２１回　延べ1,232人

15 子ども博物館教室 継続 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

54 36 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

54 30 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深める。

12 博物館

3回　　延べ142人 3回　　延べ98人

16 夏休み子ども体験 継続 12 12 12 21 12 博物館

3回　　延べ211人 4回　　延べ232人

17 昔の遊び 継続 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

0 0 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

0 0 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供する。

0 博物館

2回　　延べ255人 2回　　延べ225人

18 ミュージアムシアター 継続 映画を通して、日本の歴史・文化に親し
み、平和について考える機会とした。

0 0 予定なし 0 0 予定なし 0 博物館

2回　　延べ89人

19 人権教育 継続 496 273 496 272 521 生涯学習課

179 118 179 97 179

20 人権啓発事業 継続 0 0 0 0 0 人権推進課

-

A

A

D

A

- -

30 30 20

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供する。

A

やさしいパソコン操作研修会他、４研修
会

・国際理解教育研修会２回　参加者８８人

Ａ

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行う。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

30 30

- -

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催。

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催。

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行った。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

B

A

A

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行
予定。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催予定。

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行った。

Ａ

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供する。

15



21 学校部活動補助事業 継続 3,200 3,180 3,200 3,186 3,200 教育指導課

22 公立学校施設の整備 継続 1,215,829 660,377 2,099,260 1,617,599 655,037 教育財務課

23 幼児教育振興プログラムの策定 新規 策定に向けて調査・研究を行った。 0 0 プログラムの原案作成及び検討を行った 0 0 策定を完了する。 0 教育指導課

24 育児関連講座 継続 中央公民館

　２１講座　８７回 　２０講座　７６回
　参加者延べ２，３５６人 　参加者延べ１，３３４人

25 幼保小連絡懇談会の実施 継続 30 26 30 25 30 教育指導課

26 新規 教育委員会で報告、本年度から実施を
開始した。

0 0 計画に基づき、各施策を実施した。 0 0 関係諸機関及び関係者が協力して読書
活動を推進する体制を整備する。

0 教育指導課

27 学校図書館図書の整備 拡充 「学校図書館図書標準」の達成に向け、
計画的な図書購入及び廃棄に努めた。
・達成率　小学校56.4%  中学校67.3%

28,711 28,483 「学校図書館図書標準」の達成に向け、
計画的な図書購入及び廃棄に努めた。
・達成率　小学校59.3%  中学校70.2%

29,857 29,788 C 引き続き「学校図書館図書標準」の達成
に向け、計画的な図書購入及び廃棄に
努める。

30,739 教育指導課

28 小江戸読書マラソン事業 継続 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡した。
・参加児童数18,061名　認定数8,061名

445 139 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡した。
・参加児童数18,260名　認定数8,470名

440 139 A 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡す。

325 教育指導課

29 小江戸中学生読書手帳事業 継続 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。
・活用している9校
・あまり活用していない13校

217,000 127,875 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。
・活用している15校
・あまり活用していない7校

171 128 B 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。活用をさらに進めるととも
に、様式や実施方法について改善案を
検討する。

140 教育指導課

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（３）　家庭や地域の教育力の向上 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】
1 教育相談・就学相談事業　 継続 子どもの教育に関すること、学校生活、

発達や就学に関する相談に応じた。
・教育総合相談ｾﾝﾀｰの相談件数　延べ
2031件
・川越市就学支援委員会（委員２５名）
相談対象１８０名（１７３名に就学先判
断）

1,972 1,964 子どもの教育に関すること、学校生活、
発達や就学に関する相談に応じた。
・教育総合相談ｾﾝﾀｰの相談件数　延べ
2782件
・川越市就学支援委員会（委員２５名）
　相談対象２１０名（２０２名に就学先判
断）

2,292 2,194 Ａ 子どもの教育に関すること、学校生活、
発達や就学に関する相談に応じる。
・川越市就学支援委員会（25名予定）

2,412 教育研究所

2 不登校児童生徒保護者セミナー 継続 0 0 0 0 0 教育研究所

B

B

C

653

「様々な遊びや活動をとおして、どのよう
に子どもの人間関係をつくっていくか。」
をテーマに幼稚園・保育園・小学校の教
職員の参加のもと開催する。

「様々な遊びや活動をとおして、基礎的
な体力をどう身に付けさせていくか。」を
テーマに幼稚園・保育園・小学校の教職
員の参加のもと開催した。
①内容　レポート提案　グループ協議
等
②参加者　237名

「様々な遊びや活動をとおして、基礎的
な体力をどう身に付けさせていくか。」を
テーマに幼稚園・保育園・小学校の教職
員の参加のもと開催した。
①内容　レポート提案　グループ協議
等
②参加者　235名

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供する。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

575

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行っ
た。

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行っ
た。

1,325

部活動は生徒の健全な発育や体力向
上の視点から教育的な意義は大変大き
い。外部指導者や地域との連携を図る
とともに生徒や学校の要望に応えられ
る部活動運営に努める。

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じる。
・３回実施予定

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じた。
・４回実施
・４名参加

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じた。
・３回実施
・９名参加

部活動加入率は９３．９％。学年や学級
を離れての自主的な活動は、仲間との
ふれあいを通して協調性や責任感等の
育成でき、教育的な意義があった。

部活動に９３．７％の生徒が加入（昨年
度比＋０．８％）。また、部活動数は、３２
６部（昨年度比＋９部）であった。

Ａ

川越市子ども読書活動推進計
画の策定・推進

A

B

A

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行
う。

678 514

所　管　課№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額
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3 学習相談 継続 生涯学習課

4 家庭教育学級 継続 生涯学習課

5 家庭教育講座 拡充 中央公民館

　２３講座　１０４回 　２８講座　１１４回　
　参加者延べ２，３７４人 　参加者延べ２，４３４人

6 総合型地域スポーツクラブ 拡充 市民スポーツ課

7 スポーツ少年団 継続 市民スポーツ課

8 学校体育施設開放事業 継続 12,576 市民スポーツ課

9 人材バンク 新規 生涯学習課

10 学生ボランティアの活用 新規 生涯学習課

80 150

11 出前講座 新規 生涯学習課

0 0

12 エコチャレンジファミリー事業 継続 ・67家族がエコチャレンジファミリー認定 ・20家族がエコチャレンジファミリー認定 引き続き電力量を測る機器を貸し出すこ 環境政策課

・3種類の全コースを修了した7家族を ・ゴールドエコチャレンジファミリー0件 とを通じて省ｴﾈの取組を市域に広げる。
　ゴールドエコチャレンジファミリーに認定 課題  ・申込者の安定確保
・小学生向けに「省エネワークブック」作成 　　　・省エネワークブック活用者の確保

　　　　・参加者の追跡調査
13 市民環境調査 継続 「川越の樹めぐり」として、講師による巨 「親子で湧水探訪」として、講師指導の 「レモンの雨がふってくる（酸性雨調査）」 環境政策課

樹・古木にまつわる歴史等の説明や、 もと湧水の水質調査を行った。 を実施予定。
樹高の測定を実演した。 【１回実施　参加者数６人】
【１回実施　参加者数１２人】

14 星空観察の集い 継続 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 環境政策課

期に実施した。 期に実施した。 期に実施予定。
・夏期　参加者数４９人 ・夏期　参加者数４９人
・冬期　参加者数１９人 ・冬期　参加者数４３人

53

Ａ

53

120 71

33

2,160

1,600

2,160

1,395

0

67

115

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

200

C 子どもサポート推進事業の取組の一環
として、市内１４地区ごとに地域の人材
バンクを設置する。
地域の人材をどう発掘していくか。また
どう活かしていくか。

子どもサ
ポート推
進事業予
算の一部

Ｂ

350 350 300 300地域住民が主体的、自主的に運営する
総合型地域スポーツクラブの設置・育成
に努めた。育成では、１０の教室や大会
を開催した。
教室等参加者合計約２５０名

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・54校ＰＴＡ

1,876

1,149 912

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託する。
・54校ＰＴＡ

地域住民が主体的、自主的に運営でき
るよう人的・物的な支援に努める。新た
に１箇所設置できるよう準備を進める。

300

84197

ＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

0

72

Ａ

ＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施する。

Ａ

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催する。

Ａ

Ａ

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放する。

2,200 2,200

高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行った。

1,165 1,033 高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行った。

600 600

Ｂ 高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行う。

市内の４つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。その他
サポート事業へも参加してもらう。

A

ＢＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

12,576

子どもサ
ポート推進
事業予算
の一部

200市内の２つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。

0

13,215

200

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。　学校体育施設開放参加人
数２７３，４６８名。霞北プール開放参加
人数３，９３０名。学校プール開放参加
人数２１６名。

53 52

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

市内の３つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。また一
部地区の子どもサポート事業にも参加
してもらう。

140 17

126

地域住民が主体的、自主的に運営する
総合型地域スポーツクラブの設置・育成
に努めた。育成では、９つの教室や大会
を開催した。
教室等参加者合計約２００名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，４５４名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，３９０名

子どもサポート推進事業の取組の一環
として、モデル４地区に地域の人材バン
クを設置する。

子どもサ
ポート推進
事業予算
の一部

13,215

子どもサポート推進事業の取組の一環
として、市内１４地区ごとに地域の人材
バンクを設置する。一部地区では活用も
開始。

500 500

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。学校体育施設開放参加人数
２３２，４４０名。霞北プール開放参加人
数３，１３０名。学校プール開放参加人
数２１９名。

1,595

700

Ｂ

12,433

1,374

2,160

1,553

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・55校ＰＴＡ

A
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15 省エネ・新エネフェアｉｎ産博 継続 環境政策課

課題
・参加企業数の確保
・集客力の高い展示内容の考案

16 環境ふれあい教室（水生生物調査継続 水生生物の生息状況を調べて、川の水 水生生物の生息状況を調べて、川の水 水生生物の生息状況を調べて、川の水 環境保全課

質を知ることにより、水辺への親しみや 質を知ることにより、水辺への親しみや 質を知ることにより、水辺への親しみや
身近な環境問題に関心を高めてもらう 身近な環境問題に関心を高めてもらう 身近な環境問題に関心を高めてもらう
ため、水生生物調査を実施した。 ため、水生生物調査を実施した。 機会をつくる。
・環境ふれあい教室　１回１４人 ・環境ふれあい教室　１回２０人 ・環境ふれあい教室　１回３０人予定

17 夏休み親子リサイクル体験ツアー継続 資源循環推進課

18 市民の森 継続 (１)維持管理 (１)維持管理 (１)維持管理 環境政策課

　清掃（週１回)、除草業務委託(年２ 　清掃（週１回)、除草業務委託(年２ 　清掃（週１回)、除草業務委託(年２
　回)、剪定、枯損木処理(随時) 　回)、剪定、枯損木処理(随時) 　回)、剪定、枯損木処理(随時)
（２)施設改修 （２)施設改修 （２)施設改修
　第１号施設修繕工事 　第６号施設修繕工事 　第９号施設修繕工事

19 こどもエコクラブ 継続 会員募集のほか、市主催のイベントを 会員募集のほか、市主催のイベントを 会員募集のほか、市主催のイベントを 環境政策課

実施した。登録数（２０クラブ、４２３会 実施した。登録数（１６クラブ、３１４会 実施予定。
員） 員） イベントへの参加クラブ数を増やして
・研修会（海洋環境保全教室） ・研修会　参加者数１７人 いくことが課題。
　参加者数２６人 ・交流会　参加者数２８人
・交流会　参加者数１６人 ・発表会　参加２クラブ、４人

20 エコチャレンジスクール 継続 養護学校及び市立川越高等学校が加
わり、市内全５７校がエコチャレンジス
クールに認定された。

210 208 第１期の取組を終了した小・中３８校が
再申請を行い、エコチャレンジスクール
に認定された。

180 73 第２期の取組を終了した小・中１７校と
第１期の取組を終了した養護学校及び
市立川越高等学校の１９校が再申請を
し、今後審査を行う。

229 教育研究所

・環境教育研修会　１回　参加者４６名 ・環境教育研修会　１回　参加者４９名 ・環境教育研修会１回　参加者予定５６名
・環境教育資料冊子（エコチャレンジス
クール認定事業平成１６年度導入校実
践報告書）

・環境教育資料冊子（エコチャレンジス
クール認定事業平成１７・１８年度実践
校報告書（平成１７年度認定校））

・環境教育資料冊子

・リーフレット作成 ・リーフレット作成 ・リーフレット作成

Ｂ

A

A

Ａ

Ａ

Ａ

ごみ処理施設の状況を親子で見学し、
リサイクル工作を体験することにより、ご
みの減量・資源化に対する理解を高め
てもらう。

0 0

　のべ1,500名以上の参加

・エコチャレンジファミリー認定事業の紹
介
・川越市の新エネルギー関連施策の紹
介

・エコチャレンジファミリー認定事業の紹
介
・川越市の新エネルギー関連施策の紹
介

0 0

市内の小学生の親子を対象に参加者を
募集し、借り上げバスにてごみ処理施
設の見学及びごみとして排出された廃
材を利用して工作教室を実施した。
参加者　８月１６日　２２人
　　　　 　８月１７日　２３人

市内の小学生の親子を対象に参加者を
募集し、借り上げバスにてごみ処理施
設の見学及びごみとして排出された廃
材を利用して工作教室を実施した。
参加者　８月２２日　２４人
　　　　 　８月２３日　２２人

0

97 17 97 81 105

引き続き環境問題への啓発効果が高い
展示をおこなう

･低公害車の展示

 のべ623名の参加

8,272 8,161

99 71

8,616 8,382

180

8,088

276 182 210 131 187

198 56
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（３）基本目標３　子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機会の充実 〔網 掛 け〕　 重点施策

３－（１）　親の学びの機会の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1

母親学級・両親学級 拡充

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの
場を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの
場を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

総合保健センター

（１－（１）－１５の再掲） ・マタニティスクール ・マタニティスクール
延実施回数 １８回　参加人数 ２９７人 延実施回数 １８回　参加人数 ２９７人

　 ・プレ・パパママスクール ・プレ・パパママスクール
実施回数　１０回　　参加人数　２９２人 実施回数　１０回　　参加人数　３４８人

2 育児関連講座 継続 中央公民館

　 （２－（２）－２４の再掲）

　２１講座　８７回 　２０講座　７６回
　参加者延べ２，３５６人 　参加者延べ１，３３４人

　 　

3 家庭教育講座 拡充 中央公民館

（２－（３）－５の再掲）

　 　 　２３講座　１０４回 　２８講座　１１４回　
　参加者延べ２，３７４人 　参加者延べ２，４３４人

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

３－（２）　親の社会参画の機会の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 「つどいの広場」 新規 保育課
　

【１０箇所】

2 家庭教育学級 継続 生涯学習課

（２－（３）－４の再掲）

3 イベント等への参加促進 新規 全庁的に対応

2,851 2,820 既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

Ａ 0

－

－

B 2,189

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施する。

0 0年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。

年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。
託児実施課１８課　　実績７２９名（延べ
人数）

年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。
託児実施予定課１７課　　託児実施予定
５８１名（延べ人数）

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・55校ＰＴＡ

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・54校ＰＴＡ

Ａ 保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託する。
・54校ＰＴＡ

0 0

－

所　管　課

母親学級・両親学級については、妊婦
やその夫に、妊娠、出産、育児等につい
て学習していただくことにより、積極的に
出産に臨んでもらうことができた。今後
の課題としては、実施日を夏休みや冬
休みに設定するなど、参加しやすいよう
工夫することである。

A－

－ 　－ －

－ －

　－

予算額 所　管　課

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額

№ 事　　業　　名 目標 予算額

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

－ －

決算額 予算額

－ －

決算額

　－

－ － －

－ 家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

1,641 1,314

A

－育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供する。

Ｂ

19



（４）基本目標４　仕事と子育ての両立を支援する施策の充実 〔網 掛 け〕　 重点施策

４－（１）　多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 育児休業取得等の推進・啓発 拡充 商工振興課

　

 
　 　

2 ハローワーク求人情報の提供 継続 商工振興課

　 　

　 　

3 求職相談 継続 商工振興課
　

　 　 32,000

4 資格・技能情報の収集と提供 継続 商工振興課

180,000
88,000

5 国・県の機関との連携 継続 商工振興課

100,000
250,000

6 労働基本調査 継続 商工振興課

7 労働相談 継続 商工振興課

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額

0

予算額 所　管　課

労働法サマーセミナー、労働学院、労働
安全衛生セミナー及び（財）２１世紀職
業財団との共催講座等において育児休
業取得等の推進・啓発リーフレット等を
配布した。

各種講座での啓発リーフレットの配布に
加え、中小企業退職金共済掛金補助申
請をした事業所に資料を配布した。

講座受講者及び補助金等申請事業所
に啓発資料を配布する。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越において、ハローワーク川
越求人情報を毎週更新し提供した。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越において、ハローワーク川
越求人情報を毎週更新し提供した。
１１月からは、市ホームページでも情報
提供を開始した。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越及び市ホームページにお
いて、ハローワーク川越求人情報を毎
週更新し提供する。

Ａ

Ａ

0

ハローワーク川越と協力して高年齢者
職業相談室において求職相談をおこ
なった。
相談件数７，３３２件　就職件数８６６件

ハローワーク川越と協力して高年齢者
職業相談室において求職相談をおこ
なった。
相談件数７，５８２件　就職件数９１６件

高年齢者職業相談室に変わるものとし
て、主に団塊世代を対象としたキャリア
カウンセリング、ライフプランセミナーを
開催予定。
キャリアカウンセリング月２回
ライフプランセミナー年２回

インターネットを利用した彩の国仕事発
見システムを常時閲覧可能にして求人
情報を提供した。
県就職支援プラザを連携して就職支援
セミナーを開催した。
参加者１８名

主に勤労者を対象にパソコン基礎講座
を２回、宅建基礎講座を開催した。
第１回パソコン基礎講座　参加者延べ７
０名
第２回パソコン基礎講座　参加者延べ６
７名
宅建基礎講座　参加者延べ８７名
彩の国仕事発見システムによる求人情
報を提供した。

技術取得のための講座を６回程度開催
予定。
彩の国仕事発見システムによる求人情
報提供を引き続き実施。

Ｅ

Ａ

1,063 928

ハローワーク川越等と連携して若年者
を対象とした若者就職面接会を開催し
た。
参加事業所３８社　参加者１１９名
県西部産業労働センターと連携して労
働法等に関する講座を開催した。
労働法サマーセミナー他
　　　　　　　　　　　　　延べ参加者２５８名

ハローワーク川越等と連携して若年者
を対象とした若者就職面接会を予定よ
り増やし２回開催した。
第１回　参加事業所４０社　参加者９１名
第２回　参加事業所２２社　参加者１５１
名
県西部産業労働センターと連携して労
働法等に関する講座を開催した。
労働法サマーセミナー他
　　　　　　　　　　　　　延べ参加者３７４名

若者就職面接会を２回、労働法サマー
セミナー、労働学院、労働安全衛生セミ
ナー等をそれぞれ開催予定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

Ｄ

Ａ519

0

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施した。
１２回開催　相談７件

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施した。
１２回開催　相談７件

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施する。
１２回開催予定

Ａ120120

292 432

581

0 0 0

852

0

138 112

695

408

0

0 0

2,072 2,049

0 0

276

000

690

120120120
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8 一般事業主との連絡協議会 新規 子育て支援課

9 女性の就労支援事業 継続 女性会館

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

４－（２）　仕事と子育ての両立の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 ファミリー・サポート・センター事業 拡充 依頼会員　　　　　５８５名 依頼会員　　　　　７１４名 依頼会員　　　　　８９０名 保育課

（５－（１）－８に掲載）　 提供会員　　　　　２１４名 提供会員　　　　　２６９名 提供会員　　　　　３３０名
依頼提供会員　　　２５名 依頼提供会員　　　２８名 依頼提供会員　　　３０名
活動件数　　　５，５１０件 活動件数　　　５，４７５件 活動件数　　　５，３００件

課題：取扱い窓口が１箇所しかないので
       地域の為に増設する。

2 学童保育事業 拡充 教育財務課
（５－（１）－１の掲載）

１，８２４人 １，８５０人 ２，０８２人

3 病後児保育事業（施設型） 新規 開設に向けて、調査研究を行った。 開設に向けて、調査研究を行った。 平成２０年度の開設に向けて、関係団体 保育課

（５－（１）－２に掲載） 調整を図る。
【０箇所・０人】 【０箇所・０人】 【１箇所・１０人】

4 一時保育事業 拡充 公立保育所５園、法人立保育所１園で 公立保育所５園、法人立保育所４月時 法人立保育所に対し、平成２０年度の 保育課

（５－（１）－３に掲載） 実施。 ３園、７月時１園、１０月から１園、計５園 新規事業実施について打診。
法人立保育所に対し、平成18年度に新 で実施。
規実施希望があるか打診。

5 特定保育事業 新規 一時的保育事業の「非定型型保育サー 一時的保育事業の「非定型型保育サー 通常保育事業と一時的保育事業と特定 保育課
（５－（１）－４に掲載） ビス事業」として特定保育事業に相当す ビス事業」として特定保育事業に相当す 保育事業をどのように区分し、実施するか

る事業を実施。 る事業を実施。 を検討。

6 「つどいの広場」 新規 保育課
（３－（２）－１に掲載）

【１０箇所】

- -

0 0 0 0

B -

0

- -

- - 既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

-

-

-

0

1,309

A

-

- -

-

-

川越市に本社がある３０１人以上雇用し
ている事業主を対象に会議を開催した。
２回開催　参加事業主　延べ４社

川越市に本社がある３０１人以上雇用し
ている事業主を対象に会議を開催した。
２回開催　参加事業主　延べ４社

女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施する。
・宅建基礎講座　　　２５回
・社会保険労務教室　１５回
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回
・日商簿記３級講座　２０回
・カラーコーディネーター３級講座　９回
・女性の再就職支援事業　　１回
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　１２回

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育する。

A女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施した。
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回　延べ２３１人
・日商簿記３級講座　２０回　延べ５６０
人
・ビジネス実務法務３級講座　１５回　延
べ２２１人
・カラーコーディネーター３級講座　９回
延べ２５５人
・POPレタリング講座　１０回　延べ１４６
人
・Rｅ・Ｂｅワークセミナー　２回　述べ３２
人
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　１２回　延べ２０５人
・就労支援セミナー　　１回　２０人

女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施した。
・社会保険労務教室　１５回　延べ２９３
人
・日商簿記３級講座　２０回　延べ５９６
人
・ビジネス実務法務３級講座　１５回　延
べ４５２人
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回　延べ２６８人
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　６回　延べ５８人
・就労支援講座　　１回　９人

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

Ｃ

A

A

Ａ

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 所　管　課

1,148

参加事業主が少ないので、参加対象を
広げて協議会等を開催するとともに、関
係機関と協力して、計画の円滑な推進
を図る。

0 0

-

-- - -

- - -

-

885 885 1,148

-

Ｃ0 0
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7 法人立保育所への支援 拡充 民間保育所の運営の充実と進行を図る 民間保育所の運営の充実と進行を図る 民間保育所の運営の充実と進行を図る 保育課
（５－（２）－７に掲載） ため、各種事業等の実施に係る経費を ため、各種事業等の実施に係る経費を ため、各種事業等の実施に係る経費を

助成した。 助成した。 助成する。

8 家庭保育室委託事業 拡充 保育課
（５－（２）－８に掲載）

9 認可外保育施設への助成制度 拡充 保育課
（５－（２）－９に掲載）

10 認可外保育施設等の認可化支援 拡充 事案なし 事案なし 認可外の保育施設が認可化を行なう 保育課
（５－（２）－１０に掲載） ために施設整備を行う場合、国が規定

する施設整備補助事業に該当する場合
に、国の補助に併せて市からも補助を
行なう。

11 幼稚園での預かり保育事業 拡充 （人数割） （人数割） （人数割） 保育課
（５－（２）－１１に掲載） １～２歳児　300,000×30＝9,000,000 １～２歳児　300,000×42＝12,600,000 １～２歳児　300,000×39＝11,700,000

３歳以上　　170,000×326＝55,420,000 ３歳以上　　170,000×324＝55,080,000 ３歳以上　　170,000×359＝61,030,000
長期休業加算
27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
30園×300,000＝9,000,000

施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
30園×400,000＝12,000,000

- - - - -

-

-

-

-

--- -

- -

- - - -

- -

A

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

県及び他市の動向を踏まえ、検討する。

家庭保育室に入室している児童の保護
者の保育料
負担額が認可保育園に比べて高い傾
向にあること等から入室率が７割程度と
なっている。家庭保育室の運営の安定
化及び保護者の保育料負担額の公平
性から保育料軽減費の見直しを図る必
要がある。

・委託費、研修費、保育補助者推進費
の単価を増額した。
・第二子軽減費の適用範囲を拡大
平成１７年度入所児童数（延べ）2743名
　　　（市外委託分含む）
平成１７年度入所率６７．５％

・保育料軽減費の一部改正を実施した。

平成18年度入所児童数（延べ）2739名
　　　（市外委託分含む）
平成18年度入所率76．4％

Ｂ

A

D

B

- - - -
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（５）基本目標５　子育てを地域で支える仕組づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（１）　地域における子育て支援サービスの充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 学童保育事業 拡充 367,949 354,609 410,565 - 451,777 教育財務課
　

 

　 　 【１，８２４人】 【１，８５０人】 【２，０８２人】

2 病後児保育事業（施設型） 新規 開設に向けて、調査研究を行った。 開設に向けて、調査研究を行った。 平成２０年度の開設に向けて、関係団体 保育課

　 　 調整を図る。
【０箇所・０人】 【０箇所・０人】 【１箇所・１０人】

　 　

3 一時保育事業 拡充 公立保育所５園、法人立保育所１園で 公立保育所５園、法人立保育所４月時 法人立保育所に対し、平成２０年度の 保育課
　 実施。 ３園、７月時１園、１０月から１園、計５園 新規事業実施について打診。

　 　 で実施。

【６箇所・60人】 【１１箇所・１１０人】 【２４箇所・１２０人】
4 特定保育事業 新規 一時的保育事業の「非定型型保育サー 一時的保育事業の「非定型型保育サー 通常保育事業と一時的保育事業と特定 保育課

ビス事業」として特定保育事業に相当す ビス事業」として特定保育事業に相当す 保育事業をどのように区分し、実施するか
る事業を実施。 る事業を実施。 を検討。
【６箇所・60人】 【１１箇所・１１０人】 【２４箇所・１２０人】

5 地域子育て支援センター事業 拡充 電話相談（毎週月・水・金曜日） 電話相談（毎週月・水・金曜日） １９年度より支援室の利用時間を延ばして 保育課

育児相談（毎週月・水曜日） 育児相談（毎週月・水曜日） 実施する。
子育て情報紙「わくわく」の発行　月１回 子育て講座（公民館と共催）
子育て講座（公民館と共催） 子育てボランティアの育成支援
保育ボランティアの養成 サークル支援・育成、その他の支援（講 名細支援室（9:30-12:00  13:00-16:30）

月～金
サークル支援・育成、その他の支援（講 習会等）
習会等）・子育て情報紙の発行 【６箇所】 【５箇所】
【3　箇所】

6 拡充 支援センター…下田保育園、バンビ保 支援センター…今成支援室、名細支援 支援センター…今成支援室、名細支援 保育課

　　　　　　　　　　育園、風の子保育園、 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし
　　　　　　　　　　今成支援室、名細支 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、
　　　　　　　　　　援室 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子
つどいの広場…笠幡菜の花保育園、 　　　　　　　　　保育園 　　　　　　　　　　保育園
　　　　　　　　　　南古谷第二保育園 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南
　　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明 　　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明

　　　　　　　　　町保育園、高階保育園 　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園
　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　　川越福祉センター

【２８箇所】 【３０箇所】 【３４箇所】
7 「つどいの広場」 新規 保育課
（３－（２）－１の再掲）

【１０箇所】

8 ファミリー・サポート・センター事業 拡充 依頼会員　　　　　５８５名 依頼会員　　　　　７１４名 依頼会員　　　　　８９０名 保育課

提供会員　　　　　２１４名 提供会員　　　　　２６９名 提供会員　　　　　３３０名
依頼提供会員　　　２５名 依頼提供会員　　　２８名 依頼提供会員　　　３０名
活動件数　　　５，５１０件 活動件数　　　５，４７５件 活動件数　　　５，３００件

課題：取扱い窓口が１箇所しかないので
地域の為に増設する。

――

― ―

- -

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

予算額予算額 所　管　課

Ｃ

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育する。

決算額 予算額 決算額№ 事　　業　　名 目標

法人立保育所に対し、平成18年度に新
規実施希望があるか打診。

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

- ６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

0 0 0 0 0

―――

―

―――

― ―

今成支援室（9:15-12:00 14:45-16:30)月
～金

―

― ― ―

―

―

12,67811,411

B

A

B

-既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

15,953

―

11,82715,285

-

保育所による地域子育て
　　　　　　　　　　　支援事業
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9 家庭児童相談 拡充 子育て支援課

子育て支援課

1,453 1,378 1,360 1,278 1,335 男女共同参画課

・カウンセリングルーム　51回187件 ・カウンセリングルーム　51回180件 ・カウンセリングルーム　50回200件

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（２）　保育サービスの充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 通常保育事業 拡充 公立保育所２０園、定員数１７３０人 公立保育所２０園、定員数１７３０人 認可保育所の定員数の増加に努める。 保育課

　 延べ入所児童数：２０７８７人 延べ入所児童数：２１１００人
法人立保育所１２園、定員数７９０人 法人立保育所１３園、定員数８６５人
延べ入所児童数：１０２６９人 延べ入所児童数：１０３７３人

注）定員数は１０月１日以降 　
【２，５２０人】 【２，５９５人】 【３，０９８人】

2 延長保育事業 拡充 平成１７年７月から公立保育所の全てで 平成１７年７月から公立保育所の全てで 平成１７年７月から公立保育所の全てで 保育課

　 １時間（高階保育園は２時間）の延長保 １時間（高階保育園は２時間）の延長保 １時間（高階保育園は２時間）の延長保
育を実施 育を実施 育を実施予定
民間保育所では、１２園中１１園で実施 民間保育所では、１３園中１１園で実施 民間保育所では、１３園中１２園で実施
実施園については、所要額を助成 実施園については、所要額を助成 実施園については、所要額を助成予定

【３１箇所・５４５人】 【３１箇所・５８９人】 【３５箇所・１，０９０人】

3 統合保育事業 拡充 保育所において障害児保育を実施 保育所において障害児保育を実施 保育所において障害児保育を実施予定 保育課

　 平成１７年４月時：６３人 平成１８年４月時：７５人 平成１９年４月時：７７人

4 土曜保育事業 新規 保育課

　

試行事業の内容等を検討

5 産休明け保育事業 新規 産休明け保育の実施について検討 産休明け保育の実施について検討 産休明け保育の実施について検討 保育課

6 公立保育所の運営方法の検討 新規 保育課

　
C

Ａ

B

№ 事　　業　　名 目標

10 母子自立支援員が母子家庭等の様々
な悩みや生活全般についての相談を受
けつけた。
母子家庭相談件数　3,533件

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　24回20件

平成１７年７月から名細第二保育園に
おいて午後６時３０分までの保育を試行
事業として実施。

0 0

― ―

――

0

0 0

所　管　課

A

A

―

0 0

決算額 予算額 決算額

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・相談件数　　　　　３，５５８件
・子育て講演会　　１回　７９名

母子自立支援員が母子家庭等の様々
な悩みや生活全般についての相談を受
けつけた。
母子家庭相談件数　4,856件

・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　12回17件

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
た。

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
た。

平成１７年７月から名細第二保育園に
おいて午後６時３０分までの保育を試行
事業として実施。

予算額

0 0

4,971

― ― ― ― ―

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
る。

予算額

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じる。

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・相談件数　　　　　３，４０４件
・子育て講演会　　１回　８６名

Ａ

A

試行事業の検討結果を踏まえ、他の公
立保育所の実施を予定

― ―

―――

5,051 4,938

女性のための相談事業 継続

5,081 4,971

0・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

6,908 6,918

― ―

―― ―

C

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　12回30件

A

新たに就業支援相談員兼母子家庭自
立支援プログラム策定員を配置し、相
談体制の充実を図る。

6,9076,945 6,950
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7 法人立保育所への支援 拡充 保育課

　

8 家庭保育室委託事業 拡充 170,782 141,772 149,025 138,304 171,018 保育課
　

9 認可外保育施設への助成制度 拡充 県及び他市の動向を踏まえ、検討する。 保育課

　

10 認可外保育施設等の認可化支援 拡充 事案なし 事案なし 認可外の保育施設が認可化を行なう 保育課

　 ために施設整備を行う場合、国が規定
する施設整備補助事業に該当する場合
に、国の補助に併せて市からも補助を
行なう。

11 幼稚園での預かり保育事業 拡充 （人数割） 75,190 84,120 （人数割） 80,000 87,380 （人数割） 93,730 保育課
　 １～２歳児　300,000×30＝9,000,000 １～２歳児　300,000×42＝12,600,000 １～２歳児　300,000×39＝11,700,000

３歳以上　　170,000×326＝55,420,000 ３歳以上　　170,000×324＝55,080,000 ３歳以上　　170,000×359＝61,030,000
長期休業加算
　　　　27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
　　　　27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
　　　　30園×300,000＝9,000,000

施設経費補助
　　　　29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
　　　　29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
　　　　30園×400,000＝12,000,000

12 保育士研修 継続 1,500 1,450 1,490 1,430 1,485 保育課

・乳児保育研修　３回　参加者400人
・障害児保育研修　　４回　参加者500人
・こどもの病気予防救急法の研修
　　　　　　　　　　　　4回　参加者400人
・食育に関する研修　3回　参加者300人
・心とからだの発達に関する研修
　　　　　　　　　　　　３回　参加者450人　

13 新規 事案なし ― ― ①川越市立保育園福祉サービス第三者 500 459 ①川越市立保育園福祉サービス第三者 500 保育課

評価事業・・・　（１園実施） 評価事業・・・（１園実施）
②民間保育園福祉サービス第三者評価 120 0 ②民間保育園福祉サービス第三者評価 120
事業補助金・・・（１園実施）未実施 事業補助金・・・課題は、民間保育園が

事業への協力が必要である。

14 認証保育所制度の検討 新規 保育課

B

0

― ―

保育サービス評価の仕組の導入検
討

・委託費、研修費、保育補助者推進費
の単価を増額した。
・第二子軽減費の適用範囲を拡大
平成１７年度入所児童数（延べ）2743名
　　　（市外委託分含む）
平成１７年度入所率６７．５％

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成した。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成した。

― ―

― ―

00

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施

引き続き先進的な取り組みについて調
査・研究を行うとともに市内の認可外保
育施設の状況分析を行った。

国の認定こども園制度が創設されたの
で、認証保育所制度との整合性につい
て検討する。

0

― ―

・保育料軽減費の一部改正を実施した。
平成18年度入所児童数（延べ）2739名
（市外委託分含む）
平成18年度入所率76．4％

D

A

B

A

B

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施した。
乳幼児保育研修など１２回、延べ約２１
００人が参加した。また市内の認可外保
育施設の保育従事者等を対象に県・さ
いたま市等と共催で研修会を実施した。

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施した。
乳幼児保育研修など１２回、延べ約２１
００人が参加した。また市内の認可外保
育施設の保育従事者等を対象に県・さ
いたま市等と共催で研修会を実施した。

東京都、横浜市、さいたま市等の認可
外保育施設に関する各種制度の調査・
研究を行った。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

―

0B

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成する。

―

家庭保育室に入室している児童の保護
者の保育料負担額が認可保育園に比
べて高い傾向にあること等から入室率
が７割程度となっている。
家庭保育室の運営の安定化及び保護
者の保育料負担額の公平性から保育
料軽減費の見直しを図る必要がある。

Ａ

0 0 0 0 0
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（３）　子どもの健全育成の取組 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

特になし 0 0 他の自治体の子ども条例の研究 0 0 他の自治体の子ども条例の研究
0 教育指導課
人権推進課
青少年課

  子育て支援課

     

   

    

2 人権保育 拡充 保育課

　 0 0 0 0 0

3 児童手当 継続 ・児童手当制度の周知に努めた。 0 0 ・児童手当制度拡充の周知を図った 1,494 1,128 ・市ホームページの整備 0 子育て支援課

 270

・電子申請の受付を開始した 0 0 （該当者に個別通知を郵送）

1,400 1,399 1,901 1,843 2,160

4
就園奨励費 継続

保護者の経済的負担を軽減することができた 337,607 336,297 新条件導入により、保護者への補助が
拡充した

345,261 345,230 国基準に従って、保護者の経済的負担
をさらに軽減できるように努める

370,923 教育財務課

　支給合計 6,037 名　　 　支給合計 6,052 名
　（うち新条件該当 611 名）

5 スポーツ少年団 継続 市民スポーツ課

（２－（３）－７の再掲）

6 学校体育施設開放事業 継続 市民スポーツ課

（２－（３）－８の再掲）

7 地域組織活動への研修 拡充 総合保健センター

8 児童館 拡充 3,300 青少年課

Ａ

・児童手当制度拡充（乳幼児加算）の周
知

・予算上の支給対象児童数
　　　　　　　　　　　合計：３３２，３２１人

0

-

Ａ

0

A

1

№ 事　　業　　名 目標

新規

子どもに関する条例

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進した。

・支給対象児童数
　　　　　　　　　合計：２５２，０７７人

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進する。

予算額 予算額

C

所　管　課決算額

0 0 A

A

・自治体によってﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの情報量に
差があることから、厚生労働省のﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを充実させてもらうよう要望した。

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，４５４名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，３９０名

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。学校体育施設開放参加人数
２３２，４４０名。霞北プール開放参加人
数３，１３０名。学校プール開放参加人
数２１９名。

決算額

・支給対象児童数
　　　　　　　　合計：３３３，８１１人

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。　学校体育施設開放参加人
数２７３，４６８名。霞北プール開放参加
人数３，９３０名。学校プール開放参加
人数２１６名。

・平成１９年度児童手当制度の拡充に
つき、通知書を住民にわかり易い様式
にしてもらえるよう要望した。

0

0 0

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進した。

-

予算額

-

-

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催する。

-

-

保健推進員に対する研修会を実施した
ことにより、保健推進員の資質の向上
に寄与することができた。なお、今後も
地域組織活動への研修を実施していく。

0

高階公共施設に設置する児童・青少年
施設の運営等について、関係課と検討
を行なった。

- Ａ

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放する。

Ａ-

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。また、他の団体からの依頼によ
り、講座・講演等を実施した。

高階公共施設に建設予定の児童・青少
年施設の運営等について、関係課と検
討を行なった。

高階公共施設に設置する児童・青少年
施設の運営等について、関係課と検討
を行なった。

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。また、他の団体からの依頼によ
り、講座・講演等を実施した。

0

0 0

-

-

（申請事由別に個別通知とともに、申請
書を郵送した）

0 0
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9 児童遊園 継続 13,723 青少年課

開館日数　３０８日 開館日数  ３０９日 継続して事業を進める 青少年課

利用者数　49,954人(個人任意 38,303人 利用者数   54,135人(個人任意41,811人 (東口児童館)

             集団指導11,620人、団体31人)              集団指導12,277人、団体47人)
集団指導内訳　 集団指導内訳 　　　　　　
・乳幼児/保護者 んなであそぼう1･2･3 ・乳幼児/保護者 みんなであそぼう1･2･3
　       実施回数66回、参加人数5,188人    　　　実施回数70回、参加人数5,828人
 　　　　他  10事業、実施回数 100回 　　     他  11事業、 実施回数 95回
              参加人数  5,319人              　参加人数  5,348人
・学　　　童　   つくってあそんで ・学      童     つくってあそんで
　　　   実施回数 13回 、参加人数 56人           実施回数 20回 、参加人数103人
         他  ５事業,  実施回数 78回           他  ４事業、 実施回数 70回
              参加人数 789人                参加人数  677人
・児童(17歳まで)   おもちゃの病院 ・児童(17歳まで） 　おもちゃの病院
         実施回数 12回, 参加人数 157人           実施回数 12回,  参加人数123人
         他  ３事業  実施回数 ３回           他  ３事業、 実施回数 5回
　            参加人数  111人                参加人数  198人
   合     計   ２１事業  実施回数272回   合      計   ２１事業   実施回数272回
  参加人数   11,620人   参加人数   12,277人

児童センターこどもの城開館日数302日 児童センターこどもの城開館日数302日 継続して事業を推進 青少年課

利用者数49,458人（児童館44,547人・プ 利用者数52,609人（児童館47,162人・プ （児童センター）

ラネタリウム4,848人・天体観測63人） ラネタリウム5,373人・天体観測74人）
実施事業等の内訳 実施事業等の内訳
・乳幼児親子活動   110回　7,880人 ・乳幼児親子活動　120回  8,704人
・学童自由参加活動   147回　2,178人 ・学童自由参加活動　 141回  2,188人
・学童登録参加活動  13回　　237人 ・学童自由参加活動　13回     275人
・学童クラブ活動  64回    821人 ・学童クラブ活動　 64回     810人
・体力増進指導活動　 399回　8,380人　 ・体力増進指導活動　399回  8,179人
・プラネタリウム 春夏秋冬ほか 4,848人 ・プラネタリウム　春夏秋冬ほか 5,373人
・天体観測　太陽黒点・月・星　  63人 ・天体観測　太陽黒点・月・星　 74人

11 青少年市民会議
継続

青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施した。

4,500 4,500 青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施した。

4,500 4,416 青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施する。

4,050 青少年課

・地区会議活動費助成　22地区 ・地区会議活動費助成　21地区 ・地区会議活動費助成　22地区
・モデル地区補助事業　　６地区 ・モデル地区補助事業　　７地区　9事業 ・モデル地区補助事業　　４地区
・青年海外協力隊激励　　３名 ・青年海外協力隊激励　　7名 ・青年海外協力隊激励　　7名
・健全育成市民大会　　４８０名参加 ・健全育成市民大会　　４８４名参加 ・健全育成市民大会　　６００名参加

12 青少年団体 継続 青少年課

・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体 ・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体 ・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体

・川越市青少年相談員協議会 ・川越市青少年相談員協議会 ・川越市青少年相談員協議会

13 「子ども１１０番の家」 継続 青少年課

・青少年を育てる地区会議　１０地区 ・青少年を育てる地区会議　１２地区

600 500 600 600

14,513 13,890

571 564 461 453

54,345

青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図った。

17,792 17,383 地域の状況に鑑み、児童遊園を配置し
ていくとともに、遊具等の施設について
安全に利用できるよう整備に努めてい
く。

453

300

市内１８３箇所の児童遊園について、点
検及び地元自治会からの要望等によ
り、工事、修繕等の整備を実施した。
・新設　１箇所　　・廃止　３箇所
・工事　２箇所　　・修繕等　延べ４９箇
所

10 児童館機能の整備 継続

　市内１８６箇所の児童遊園について、
点検及び地元自治会からの要望等によ
り、工事、修繕等の整備を実施した。
・廃止　２箇所　　　・工事　２箇所
・修繕等　述べ７３箇所

A

A

青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図る。

A

A青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図った。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付する。

21,799

57,370 55,168 56,138

A

Ａ

18,346 18,229 18,984 18,941

54,524
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14 青少年の体験活動事業 継続 青少年課

・市内中学生４４名 ・市内中学生４４名

15 非行防止活動 継続 青少年課

16 不登校児童生徒支援スタッフ事業 継続 不登校児童生徒の相談に応じるととも
に、家庭訪問や学習支援等を実施し
た。
・スタッフ１０名を２２校に配置
・活動日数　延べ１，６９４日
・相談件数　延べ５，１９２件

9015 8,984 不登校児童生徒の相談に応じるととも
に家庭訪問や学習支援等を実施した。
・スタッフ１１名を１１校に配置
・活動日数　延べ１，７６０日
・相談件数　延べ７，３６９件

9,916 9,810 Ｅ 終了 0 教育研究所

17 適応指導教室 継続 40 3 80 119 70 教育研究所

18 地域子どもサポート推進事業 拡充 生涯学習課

19 ブックスタート事業 継続 中央図書館

20 いないいないばあのおはなし会 継続 中央図書館

21 民生委員・児童委員研修会 継続 民生委員・児童委員研修 民生委員・児童委員研修 民生委員・児童委員研修 生活福祉課

　・初任者研修 　・初任者研修 　・初任者研修（総改選によるもの）
　・中堅者研修 　・中堅者研修 　・中堅者研修
　・主任児童委員研修 等 　・主任児童委員研修 　・主任児童委員研修

※参考　相談支援件数　２，３６４件 ※参考　相談支援件数　２，７５９件
22 スチューデントサポーター派遣
事業

継続 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、
不登校児童生徒を支援した。
・参加学生１９名
・活動回数　延べ１９２回

450 650 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、
不登校児童生徒を支援した。
・参加学生１５名
・活動回数　延べ１９６回

540 518 A 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、不登校児童生徒を支援する。
・１５名で対応予定

540 教育研究所

4,684

0 0 0 0 0

5,234 4,732 4,706 4,606

1,933 1,611 2,170 1,932

9,799 9,589 9,133 8,513

3,800 3,800 3,600 3,600

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を積極的
に行う。青少年の相談にも従事し、青少
年の非行を未然に防ぐ活動を実施す
る。

3,700

10,075

3,063市内14地区の地域子どもサポート委員
会と委託契約を結び、地域の実態に応
じ、特色を生かした取り組みを進めてい
く計画である。大きなイベントだけを行う
のではなく、継続して子どもたちをサ
ポートしていける取り組みを行うことを確
認している。
地域によって、スムーズにスタートでき
ないところもあるので、支援をしていく必
要がある。また、サポート事業の知名度
を高めていくよう、様々な機会で呼びか
けていくことが重要であると考える。

民生委員・児童委員研修を実施し、子ど
もに関する様々な問題に対応できるよう
努める。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡す。

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施した。

市内全域14地区に「地域子どもサポート
委員会」を組織し、地域ぐるみの活動を
始めることができた。地域団体関係者、
ボランティアの方々、学校職員、公民館
等社会教育施設職員を加え、会議を重
ねる中で信頼関係を築き、地域啓発講
演会の開催、地域情報誌の発行、地域
人材の発掘と育成、子ども対象事業の
支援･実施など幅広い活動に取り組むこ
とができた。

民生委員・児童委員研修を実施し、子
育て、子供の地域生活等の相談・支援
活動の向上に努めた。

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を６８１回
実施した。１１件の少年相談にも応じ、
非行を未然に防ぐ活動を実施した。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡した。
３６回実施し、２，６４５組が参加した。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡した。
３６回実施し、２，５６６組が参加した。

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行った。
３館合わせて４８回実施し、１，６５２組
が参加した。

民生委員・児童委員研修を実施し、子
育て、子供の地域生活等の相談・支援
活動の向上に努めた。

子どもたちの「生きる力」を育むために、
家庭、学校、社会教育施設（公民館）、
地域社会のネットワークの中で育てる主
旨から、相互に協働し実践を重ねた結
果、将来にわたり活動できる基盤ができ
たことが成果である。

A

Ｂ

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施する。

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施した。

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を７０４回
実施した。２４件の少年相談にも応じ、
非行を未然に防ぐ活動を実施した。

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施し
た。
・通室　小学生２人　中学生１０人

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施し
た。
・通室　中学生７人

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施す
る。
・通室　中学生７人

Ａ

A

Ａ

A

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行った。
３館合わせて４８回実施し、１，４３９組
が参加した。

150100 59 100 50

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行う。

Ａ
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（４）　体験活動・交流の促進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 川越ＰＴＡ連合会活動 継続 生涯学習課

　

2 子育て体験学習 新規 総合保健センター

（１－（３）－３の再掲）　

　 　 　

3 継続 1,045 1,040 補助金の交付により、広報誌の発行や
視察研修の実施により子ども会活性化
に寄与している。また安全会費の補助
により加入者負担を軽減し、大幅な加
入率向上がみられた。

1,015 1,017 補助金交付により、団体の自主的活動
の推進を目的とする。また今年度以降
の保険業法改正にともなう安全会費の
値上がりには、新たに基金を設けるなど
の対応を促したい。

1,015 生涯学習課

4 地域人材活用事業 継続 学校管理課

5 中学生社会体験事業 継続 教育指導課
（２－（１）－２の再掲）

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２８９９名（予定）
・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

6 生きがい活動支援通所事業 継続 霞ヶ関東小学校の空き教室を利用した １７年度に引き続き、利用者と在校生が 引き続き、利用者に小学生との交流を 高齢者いきがい課

デイサービスセンターを１クラスずつ在 交流した。利用者は小学生との触れ合 楽しんでもらうとともに、高齢者と触れ
校生が訪れ、利用者の高齢者と交流を いを喜び、小学生も体験談を真剣に聞く 合う機会が少なくなっている子どもたち
図った。交流内容は、歌、昔遊び（こま・ など、高齢者だから持っている知識・体 に交流の場を提供する。
おはじき）、体験談（戦争・原爆）など。 験に触れることができた。

7 体験学習（小学生対象） 継続 中央公民館

　２３講座　５７回 　２４講座　９５回
　参加者延べ１，１４６人 　参加者延べ３，１３９人

8 土曜体験教室 継続 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供する。

博物館

（２－（２）－１４の再掲）

22回　延べ1426人 ２１回　延べ1232人

9 子ども博物館教室 継続 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深める。

博物館

（２－（２）－１５の再掲）

3回　　延べ142人 3回　　延べ98人

3,156 2,075 2,300

90

8,098 8,041 8,019 8,019 8,288

90 82 90 90 市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施する。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

予算額 決算額

1,344

-

市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施した。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

補助金の交付により、広報誌の発行や
視察研修の実施により子ども会活性化
に寄与している。また安全会費の補助
により加入者負担を軽減し、加入率向
上により子ども会活動の充実が図られ
ている。
特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにした。
（３，０００円×５６校×４人）

川越市子ども会育成者団体連
絡協議会活動

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施した。

№ 事　　業　　名

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ

市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施した。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

目標 所　管　課予算額

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

1,344特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにする。
（３，０００円×５６校×４人）

Ａ

予算額

1,344 1,350

－

－

A

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施する。

A

A

-

1,239 特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにした。
（３，０００円×５６校×４人）

Ａ

-

A

B

Ａ

今後も啓発活動を強化していく。

A

－ －

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施した。

－ －

1,307 694

- -

学校からの依頼により、中学生を対象
に、子育て体験学習を随時実施した。

- - 学校からの依頼により、中学生を対象
に、子育て体験学習を随時実施した。

決算額

-

－ －

－ －

- -
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10 夏休み子ども体験 継続 夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供する。

博物館

（２－（２）－１６の再掲）

3回　　延べ211人 4回　　延べ232人

11 昔の遊び 継続 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供する。

博物館

（２－（２）－１７の再掲）

2回　　延べ255人 2回　　延べ225人

12 海外姉妹都市交流事業 継続 市内中学校生徒を海外姉妹都市オッ
フェンバッハ市へ派遣した。

3,500 2,990 市内中学校生徒を海外姉妹都市セーレ
ム市へ派遣した。

3,500 2,890 市内中学校生徒を海外姉妹都市オッ
フェンバッハ市へ派遣する。

3,301 国際交流課

派遣人数　　引率４名・中学校生徒２２名 派遣人数　　引率４名・中学校生徒２２名 予定人数　　引率４名・中学校生徒２２名

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（５）　地域における子育て支援のネットワークづくり 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 「つどいの広場」 新規 保育課

（３－（２）－１の再掲）　

【１０箇所】

2 地域子育て支援センター事業 拡充 電話相談（毎週月・水・金曜日） 電話相談（毎週月・水・金曜日） 保育課
（５－（１）－５の再掲）　 育児相談（毎週月・水曜日） 育児相談（毎週月・水曜日）

子育て情報紙「わくわく」の発行　月１回 子育て講座（公民館と共催）
子育て講座（公民館と共催） 子育てボランティアの育成支援
保育ボランティアの養成 サークル支援・育成、その他の支援（講

サークル支援・育成、その他の支援（講 習会等）
習会等）・子育て情報紙の発行 【６箇所】 【５箇所】

　 　 【3箇所】
3 保育所による地域子育て支援事業 拡充 支援センター…下田保育園、バンビ保 支援センター…今成支援室、名細支援 支援センター…今成支援室、名細支援 保育課

　　　　　　　　　　育園、風の子保育園、 　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし
（５－（１）－6の再掲）　 　　　　　　　　　　今成支援室、名細支 　　　　　　　　　の保育園、増美保育、 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、

　　　　　　　　　　援室 　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子
つどいの広場…笠幡菜の花保育園、 　　　　　　　　　保育園 　　　　　　　　　　保育園
　　　　　　　　　　南古谷第二保育園 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南
　　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明 　　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明

　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園 　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園
【２８箇所】 　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　川越福祉センター

【３０箇所】 【３４箇所】
拡充 子育て講座　　４３回（予定） 保育課

　　 　（公民館主催講座） 　  　　8回 サークル支援　３０回（予定）
サークル支援　　　　   　　　　　７２回 その他の支援（研修、講習会等）　未定

保育ボランティアの育成支援
拡充 総合保健センター

― ―

-- B

Ｂ

名細支援室（9:30-12:00  13:00-16:30）
月～金

今成支援室（9:15-12:00 14:45-16:30)月
～金

既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

１９年度より支援室の利用時間を延ばし
て実施する。

－ －A

―

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

--

－

決算額

-

－

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

地域で活動している「子育てサークル」
に出向き、一緒に遊んだり、子育てにつ
いて話し合いする等、子育てが楽しくな
るようにサポートをした。また、新しく
サークルを作りたいお母さん方の相談
に応じた（年３３回実施）

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ４６６人

4 子育てサークルへの出前講座

目標№ 事　　業　　名

－ －

所　管　課

B

A

－ －

子育て講座
       （公民館と共催）5回コース8回

－ －

その他の支援、
      研修、講習会等 　　       　６回

予算額

A

Ａ

－ －

予算額 予算額 決算額

－ －

－

― ―

－

－ －

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ３８２人

－ － －

－

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等が実施できた。
今後も、講座開催の機会が増やしてい
けるよう、公民館等関係機関と連携を図
るとともに、子育てサークル等にも周知
していく。

－

－A

－
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5 子育てサークルへの施設提供 新規 中央公民館

6 子育てサロン事業 拡充 中央公民館

　１９講座　２４０回 　１９講座　２６１回
　参加者延べ９，１５５人 　参加者延べ１０，７２１人

7 子育てサポーター養成講座 継続 中央公民館

　２講座　１０回　参加者延べ１９２人 　１講座　６回　参加者延べ５２人

8 子育てネットワーク事業 新規 未実施 未実施 子育て支援課

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（６）　子育て情報提供の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

拡充 総合保健センター

拡充 保育課

配布先→公的機関・子育てサークル・そ
の他

案内「お気軽にお越し下さい」
すこやか保育等

冊子利用案内～絵本、食事、遊び、ミニ
冊子、しおり等

子育てリーフレット「利用のしおり」 「子育てハンドブック」（表題未定）11月予

「離乳＆子育て初めてガイド」

拡充 総合保健センター

　

拡充 サークル支援　　年間５３回 サークル支援　　 保育課

（大人747、子ども935人参加）
内容→手遊び、ふれあい遊び、わらべ 内容→手遊び、ふれあい遊び、わらべ

　 　　　　　うた、集団遊び,ぺープサート、 　　　　　うた、集団遊び,ぺープサート、
　　　　　人形劇、パネルシアター、制
　　　　　作、エプロンシアター、大型
　　　　　絵本等

　　　　　人形劇、パネルシアター、制
　　　　　作、エプロンシアター、大型
　　　　　絵本等

00 0 0 0

2,254

125 175 80 96 80

1,530 1,490 2,101 2,041

0 0 0 0 0

子育てを支援する地域のサポーターを
養成した。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行った。

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催した。

1 育児情報発信活動

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催した。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行った。

№ 事　　業　　名 目標

子育てを支援する地域のサポーターを
養成した。

予算額

－ －

A2 育児サークル支援

決算額予算額

－ －

A－

所　管　課

子育てを支援する地域のサポーターを
養成する。

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催する。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行う。

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ３８２人

絵本の貸し出し、教材の貸し出し等広げ
る。
又、手づくりおもちゃを紹介し伝える。

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ４６６人

45 61 A 川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力などの支援を実施した。今
後も積極的に情報提供・作成協力を行
う。

講座実施の機会が増やしていけるよう、
公民館等関係機関と連携を図るととも
に、子育てサークル等にも周知してい
く。

川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力をした。

42

－

－

－

－

053 川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力をした。

B

－－ －

－ － －

予算額決算額

D 実施に向けて、他市の状況を調査する。

Ａ

Ｂ

A

子育て情報紙「子育てわくわく」、子育て
リーフレット、各支援室の利用のしおり

子育て情報紙「子育てわくわく」毎月１回
発行（発行部数1,100部）

平成１７・１８年度と同様手遊びやわら
べうた等参加者に配布
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（６）基本目標６　要支援児童へのきめ細かな取組の推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

６－（１）　児童虐待防止対策の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

総合保健センター

0 0 0 0 0
子育て支援課

・受理ケース　１３２件 ・受理ケース　１４５件
・検討ケース　　３２件 ・検討ケース　　７４件

2 家庭児童相談 拡充 子育て支援課

　 （５－（１）－９の再掲）

児童虐待防止ネットワーク会議 拡充 274 152 子育て支援課

　
　

・代表者会議　　２回開催
・実務者会議　　４回開催

要保護児童対策地域協議会 370 255 347
（児童虐待防止ネットワーク会議）

・代表者会議　　１回開催 ・代表者会議　　２回開催
・実務者会議　　２回開催 ・実務者会議　　６回開催

4
ふれあい親子支援事業 継続

コアラの会(育児不安の強い保護者の
会)の支援。

コアラの会(育児不安の強い保護者の
会)の支援。

総合保健センター

・実施回数　　　　12回 ・実施回数　　　　12回
・延参加人数　　６６組 ・延参加人数　　６４組

5

保健師による訪問指導 継続

保健師が育児困難等支援が必要な家
庭を訪問し、関係機関と連携しながら個
別的な関わりを持ち、虐待の発生を防
止した。

保健師が育児困難等支援が必要な家
庭を訪問し、関係機関と連携しながら個
別的な関わりを持ち、虐待の発生を防
止した。

総合保健センター

・妊婦　　　８件　　　　・産婦　  １１３件 ・妊婦　　　８件　　　　・産婦　  １１３件
・新生児　１５件　　　 ・未熟児　 ３３件 ・新生児　１５件　　　 ・未熟児　 ３３件
・乳児　　 ６８件　　　 ・幼児　　  ７４件 ・乳児　　 ６８件　　　 ・幼児　　  ７４件

平成１７年１２月１日、川越市要保護児
童対策地域協議会設置

国の「育児支援家庭訪問事業」の趣旨
を踏まえて、健診未受診者を含む要保
護児童に対する対応を検討するため、
庁内関係課による処遇方針検討会議を
設置した。

処遇方針検討会議において、健診未受
診者を含む要保護児童について検討を
行った。

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー３４回　延べ２５８人

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー３３回　延べ２３１人

361

川越市児童虐待防止ネットワーク会議
において、関係機関の連携強化を図り、
虐待の予防・早期発見及び被虐待児の
迅速かつ適切な保護等虐待防止対策を
講じる。
また、要保護児童対策地域協議会への

Ａ 関係機関との連携の強化を図り、子育
て不安の解消や虐待予防を推進してい
く。

Ａ

1,260

№ 事　　業　　名 目標 予算額

1 育児家庭支援事業

拡充

3

決算額 予算額 決算額 予算額

1,155 Ａ 育児支援が必要な家庭の把握及び育
児支援に努めるとともに、関係部署の
協力体制を確立していく。

所　管　課

0

乳幼児健診未受診者を把握し、電話確
認と家庭訪問等を実施した。
・家庭訪問件数　　５７件
・電話確認件数　６５０件

525

0 0 0

917 乳幼児健診未受診者を把握し、電話確
認と家庭訪問等を実施した。
・家庭訪問件数　　１０１件
・電話確認件数　１３４１件

－

1,176

0

　育児不安の強い保護者を一層支援
し、育児機能の修復を図っていく。

269 ―355 355

－

－

A －

要保護児童の早期発見や、適切な保護
を図るため、当協議会において関係機
関や関係者が情報や考え方を共有し、
適切な連携の下で、要保護児童支援を
行うため、協議をした。

要保護児童対策地域協議会へ移行済 要保護児童対策地域協議会へ移行済

要保護児童の早期発見や、適切な保護
を図るため、当協議会において関係機
関や関係者が情報や考え方を共有し、
適切な連携の下で、要保護児童支援を
行うため、協議をしていく。また、法務局
等新たな関係機関の参加についても検
討していく。

－

引き続き処遇方針検討会議を継続的に
開催するとともに、具体的支援方法につ
いて、関係課と協議していく。

－ － － －

Ｃ

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じる。
・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー

Ａ

－
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

６－（２）　ひとり親家庭等の自立支援の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 母子家庭相談 継続 6,956 6,950 6,908 6,907 6,918 子育て支援課
　

2 母子家庭等日常生活事業 継続 99 99 152 81 218 子育て支援課
　

3 高等技能訓練促進費支給事業 継続 5,360 4,532 4,888 4,532 7,416 子育て支援課
　

96,450 60,638 87,200 56,609 71,000 子育て支援課

5 児童扶養手当 継続 870,091 865,051 910,000 904,753 960,000 子育て支援課

6 川越市遺児手当 継続 1,326 1,190 1,428 1,292 1,428 子育て支援課

　 　　
7 母子自立支援施設すみれ館 継続 3,016 2,526 3,151 2,273 3,712 子育て支援課

8 ひとり親家庭等医療費の助成 継続 ひとり親家庭等の生活の安定と自立を 54,446 44,239 ひとり親家庭等の生活の安定と自立を 61,938 51,085 ひとり親家庭等の生活の安定と自立を 53,891 医療助成課

支援し、福祉の増進を図るためにひとり 支援し、福祉の増進を図るためにひとり 支援し、福祉の増進を図るためにひとり
親家庭等に医療費の一部を支給した。 親家庭等に医療費の一部を支給した。 親家庭等に医療費の一部を支給する。
支給件数　15,828件 支給件数　19,162件 支給予定件数　20,838件
支給額　42,811千円 支給額　49,785千円 支給予定額　52,000千円

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

６－（３）　障害児施策の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 生活サポート事業 継続 在宅の障害児が、市に登録する民間団体 4,200 4,325 在宅の障害児が、市に登録する民間団体 4,800 4,467 5,000 障害者福祉課
　 の実施するサービスを利用する際、自己  の実施するサービスを利用する際、自己

負担となる1/3の利用料に対し、所得に 負担となる1/3の利用料に対し、所得に
応じた補助を行った。  応じた補助を行った。
　  

目標

母子自立支援員が、母子家庭等の様々
な悩みや社会生活全般についての相談
に応じた。
　　　　　　　　相談件数4572件

母子自立支援員が、母子家庭等の様々
な悩みや社会生活全般についての相談
に応じた。
　　　　　　　　相談件数5816件

母子家庭等の親又は児童が日常生活
に一時的な支障が生じた場合、支援員
を派遣して必要な支援をした。
　　　　　　　　　派遣世帯2

母子家庭又はそれに準ずる事情にある
家庭で、その看護すべき児童の福祉に
欠けるところがある場合、母子共に入所
させ、保護・指導を行うと共に自立を支
援した。

父親がいない又は父親が重度の心身
障害を持つ家庭で、１８歳になる年の年
度末までの児童を養育している者に手
当を支給した。
父母のいない（父母が児童と別居し、扶
養していない場合も含む）義務教育終
了前の児童の保護者に手当を支給し
た。

4

母子寡婦福祉資金 継続

№ 事　　業　　名 目標

№ 事　　業　　名

母子家庭等の親又は児童が日常生活
に一時的な支障が生じた場合、支援員
を派遣して必要な支援をする。

Ａ

Ａ

母子自立支援員が、母子家庭等の様々
な悩みや社会生活全般についての相談
に応じる。

Ａ

母子家庭の母の生活の安定を図るた
め、２年以上の養成機関で就業する場
合、訓練促進費を支払う。

Ａ

父親がいない又は父親が重度の心身
障害を持つ家庭で、１８歳になる年の年
度末までの児童を養育している者に手
当を支給する。

Ａ

母子家庭又はそれに準ずる事情にある
家庭で、その看護すべき児童の福祉に
欠けるところがある場合、母子共に入所
させ、保護・指導を行うと共に自立を支
援する。

Ａ

Ａ 父母のいない（父母が児童と別居し、扶
養していない場合も含む）義務教育終
了前の児童の保護者に手当を支給す
る。

所　管　課決算額 予算額 決算額 予算額

所　管　課予算額 予算額予算額 決算額

母子家庭等の親又は児童が日常生活
に一時的な支障が生じた場合、支援員
を派遣して必要な支援をした。
　　　　　　　　　　派遣世帯1

決算額

母子家庭又はそれに準ずる事情にある
家庭で、その看護すべき児童の福祉に
欠けるところがある場合、母子共に入所
させ、保護・指導を行うと共に自立を支
援した。

予算額

父親がいない又は父親が重度の心身
障害を持つ家庭で、１８歳になる年の年
度末までの児童を養育している者に手
当を支給した。
父母のいない（父母が児童と別居し、扶
養していない場合も含む）義務教育終
了前の児童の保護者に手当を支給し
た。

母子家庭の母の生活の安定を図るた
め、２年以上の養成機関で就業する場
合、訓練促進費を支払った。
　　　　　　支給人数4人

在宅の障害児が、一時預かり等のサー
ビスを身近な地域で利用することができ
るようにするとともに、利用料の補助を
行い負担のより一層の軽減を図る。

Ａ

Ａ

母子家庭の母の生活の安定を図るた
め、２年以上の養成機関で就業する場
合、訓練促進費を支払った。
　　　　　　　　支給人数4人

　母子家庭の母及び寡婦の経済的自立
の助成・生活意欲の助成を図り、併せて
これらの児童等の福祉を増進する為、
必要な資金（新規６５件３０，５７８千円、
継続５９件２９，６６４円）の貸付を行っ
た。
　また償還期間の到来した資金の償還
も併せて行った（償還率79.8％（母子）・
81.1％（寡婦））。

　母子家庭の母及び寡婦の経済的自立
の助成・生活意欲の助成を図り、併せて
これらの児童等の福祉を増進する為、
必要な資金（新規４８件２５，１３９千円、
継続６４件３０，９４２円）の貸付を行っ
た。
　また償還期間の到来した資金の償還
も併せて行った（償還率81.9％（母子）・
83.5％（寡婦））。

　母子家庭の母及び寡婦のよりいっそう
の自立の助成・児童等の福祉増進の
為、必要な資金を必要な方に貸付を
行っていく。
　また長期滞納解消と償還率の向上を
目指すため、母子自立支援員とともに
ケースにあわせた対応を促進していく。
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2 緊急一時保護事業 継続 保護者または家族の冠婚葬祭等により、 保護者または家族の冠婚葬祭等により、 保護者または家族の冠婚葬祭等により、 障害者福祉課

　 緊急に保護が必要となった障害児の一 緊急に保護が必要となった障害児の一 緊急に保護が必要となった障害児の一
時保護を行った。 時保護を行った。 時保護を行い、地域生活を支援する。
・保護件数・・220件 ・保護件数・・210件
・利用人数・・52名 ・利用人数・・43名

3 障害児への補装具等の交付 継続 障害児の身体の障害を補い、日常生活の 45,842 41,706 障害児の身体の障害を補い、日常生活の 48,989 40,387 障害児の身体機能を補完する装具等の 33,535 障害者福祉課
　 向上を図るため、補装具の交付、修理を 向上を図るため、補装具の交付、修理を 費用を支給し、日常生活の向上を図る。

行った。 行った。
・交付・・789件、38,623,000円 ・交付・・572件、37,106,706円
・修理・・137件、3,083,157円 ・修理・・128件、3,280,546円

子育て支援課

重度障害児のべ1,587人に対し月額14,430円 重度障害児のべ1,509人に対し手当の 障害者福祉課

手当の支給を行った。 支給を行った。
・1,255人×14,380
・254人×14,430

5 障害児者地域療育等支援事業 継続 在宅の障害児に対し、訪問又は外来により 在宅の障害児に対し、訪問又は外来により 事業廃止 障害者福祉課

　 療育の指導・相談等を行い、サービス利用 療育の指導・相談等を行い、サービス利用

の援助を行った。 の援助を行った。

6 障害者総合相談会 継続 身体・知的・精神障害の専門の相談員が、 身体・知的・精神障害の専門の相談員が、 平成19年7月より、これまでの３障害に加 障害者福祉課

合同で様々な問題をもつ障害者の相談に 合同で様々な問題をもつ障害者の相談に え、発達障害者専門の相談員を配置し相
応じる相談会を実施。その中で障害児か 応じる相談会を実施。その中で障害児か 談に応じる。（月1回午前のみ）
らの相談はなかった。 らの相談はなかった。 　

7 紙おむつ給付事業 継続 在宅で常時失禁状態等にある障害児125人 在宅で常時失禁状態等にある障害児185人 障害者福祉課

に対し、月額5,000円の範囲で紙オムツを に対し、月額5,000円の範囲で紙オムツを
自宅に配送するサービスを行った。 自宅に配送するサービスを行った。

8 統合保育事業 拡充 保育所において障害児保育を実施。 保育所において障害児保育を実施。 保育所において障害児保育を実施。 保育課

（５－（２）－３の再掲） 平成１７年４月時：６３人 平成１８年４月時：７５人 平成１９年４月時：７７人

9 グループ指導会 継続 子育て支援課

３２回　延べ４５３人 ３２回　延べ３８６人
10 家庭児童相談 継続 子育て支援課

・就学支援委員会　　　　　

・就学支援委員会　　　　　７回参加 ・就学支援委員会　　　　　９回参加

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。

在宅の障害児に、特別児童扶養手当を
支給することにより、経済的及び精神的
負担の軽減を図った。（支給要件あり）

Ａ

Ａ

4 障害児への各種手当の支給 継続

-

家庭児童相談員が主に発達につまづき
のある３歳児を対象に、将来の集団参
加に備えて、小グループにおいてプレイ
セラピーを中心とした発達支援を行っ
た。

家庭児童相談員が主に発達につまづき
のある３歳児を対象に、将来の集団参
加に備えて、小グループにおいてプレイ
セラピーを中心とした発達支援を行っ
た。

在宅の障害児に、特別児童扶養手当を
支給することにより、経済的及び精神的
負担の軽減を図った。（支給要件あり）

在宅の障害児に、特別児童扶養手当を
支給することにより、経済的及び精神的
負担の軽減を図る。（支給要件あり）

Ａ

在宅の重度障害児に対し、手当を支給
することにより、経済的及び精神的負担
の軽減を図る。

在宅で常時失禁状態等にある障害児に
対し、月額5,000円の範囲で紙おむつを
自宅に配送するサービスを実施し、日
常生活の負担軽減を図る。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｅ

B

Ａ

Ａ

－

－ － － － －

10,831 10,831 10,831 5,416

- - --

82

25,974 22,900 25,974 21,712 25,884

133 133 224 92

1500000

6,000 6,160 6,000 7,103 6,000

0 0 0 0 0家庭児童相談員が主に発達につまづき
のある３歳児を対象に、将来の集団参
加に備えて、小グループにおいてプレイ
セラピーを中心とした発達支援を行う。

―

・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー３３回　延べ２３１人

・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー　３４回　延べ２５８人

・保育所入園相談審査及び事後フォ
ロー

― ― ― ― 子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じる。
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11 障害のある子どもに対する教職
員研修事業

継続 障害のある児童生徒の理解と、校内支
援体制の
整備に向け、研修を実施した。
特別支援教育コーディネーター養成研
修…４回
ＬＤ・ＡＤＨＤ等指導法研修会…３回
特別支援教育指導員研修会…１回

125 73 障害のある児童生徒の理解の推進と、
校内支援
体制の整備に向け、研修を実施した。
特別支援教育コーディネーター養成研
修…４回
就学相談担当者研修会…１回
ＬＤ・ＡＤＨＤ等指導法研修会…３回
特別支援教育指導員研修会…１回

125 39 Ａ 障害のある児童生徒の理解の推進と、
校内支援
体制の充実に向けて、研修を実施す
る。
特別支援教育コーディネーター養成研
修…４回
就学相談担当者研修会…１回
ＬＤ・ＡＤＨＤ等指導法研修会…３回
特別支援教育指導員研修会…１回

125 教育研究所

12 肢体不自由児認可通園施設 新規 ・部内プロジェクト開催（３回） 0 0 0 0 ・部内プロジェクト報告書の作成 0 保育課
・県立川島ひばりヶ丘養護学校視察 ・調査研究
・川口市立心身障害者福祉センター視察

13 障害のある子どもに対するサ
ポート事業

継続 通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の
障害のある
児童生徒を支援するために、自立支援
サポーター
１０人を年間１２５日派遣した。
１学期　小学校１６校、中学校３校
２学期　小学校１８校、中学校３校
３学期　小学校１８校、中学校３校

6,000 6,048 通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の
障害のある
児童生徒を支援するために、自立支援
サポーター
１１人を年間１２５日派遣した。
１学期　小学校１９校、中学校３校
２学期　小学校２３校、中学校４校
３学期　小学校２４校、中学校５校

6,720 6,796 Ａ 通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の
障害の
ある児童生徒を支援するために、自立
支援サポ
ーター１４人を年間１００日派遣する。
１学期　小学校２４校、中学校４校

6,720 教育研究所

14 特別支援教育 継続 障害のある児童生徒への教育の充実を
図るため、介
助等を必要とする児童生徒が在籍する
市立小・中・養
護学校に、特別支援教育臨時指導員を
配置した。
特別支援学級小学校…３０名　同中学
校…１５名
市立養護学校…３名　通常学級に在籍
する車椅子等
の児童生徒…１３名

76,500 73,831 障害のある児童生徒への教育の充実を
図るため、介
助等を必要とする児童生徒が在籍する
市立小・中・養
護学校に、特別支援教育臨時指導員を
配置した。
特別支援学級小学校…２９名　同中学
校…１４名
市立養護学校…３名　通常学級に在籍
する車椅子等
の児童生徒…１４名

76,500 72,642 Ａ 障害のある児童生徒への教育の充実を
図るため、介
助等を必要とする児童生徒が在籍する
市立小・中・養
護学校に、特別支援教育臨時指導員を
配置する。
特別支援学級小学校…２９名　同中学
校…１４名
市立養護学校…３名　通常学級に在籍
する車椅子等
の児童生徒…１４名

75,735 教育研究所

15 ダウン症児を持つ親の会 継続 いもっこの会の開催 いもっこの会の開催 総合保健センター

（１－（１）－２６の再掲） ・実施回数　　　１１回 ・実施回数　　　１１回
・延参加人数　１６６組 ・延参加人数　１１３組

16
すくすくクリニック 継続

未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

総合保健センター

（１－（１）－２８の再掲） ・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　６５人 ・受診者数　　　６７人

17
発育・発達クリニック 拡充

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

総合保健センター

（１－（１）－２９の再掲） ・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　９２人 ・受診者数　　　８０人

18
こどもの心の健康相談 拡充

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

総合保健センター

（１－（１）－３０の再掲） ・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　５４人 ・受診者数　　　６６人

A 成長や精神・運動発達に心配がある乳
幼児等を対象に、診察・相談・発達テス
トを実施することにより、成長・発達を正
しく評価し、健やかな育成と育児につい
ての支援ができた。今後は、相談体制
を充実させ、更に受診しやすい制度にし
ていく。

－

－ － － － A 心の健康に心配がある乳幼児等を対象
に、診察・相談・発達テストを実施するこ
とにより、成長・発達を正しく評価し、健
やかな育成と育児についての支援がで
きた。今後は、相談体制を充実させ、更
に受診しやすい制度にしていく。

－

－ － － －

A いもっこの会の開催により、ダウン症児
の保護者に対し、情報交換や講演会を
通じ、互いに助け合える支援の場を提
供できた。今後も継続してい実施してい
く。

－

－ － － － A 未熟児及び発育・発達に遅れがみられ
る概ね1歳までの子どもを対象に、診
察・相談を実施することにより、成長・発
達を正しく評価し、健やかな育成と育児
についての支援ができた。今後は、相
談体制を充実させ、更に受診しやすい
制度にしていく。

－

－ － － －

・４月１日障害者自立支援法施行による
介護給付費の児童デイサービス開始

Ａ
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19 身体障害児育成医療給付 継続 健全育成・福祉向上を図るため、身体
に障害のある児童に対して、必要な医
療の給付を行った。

健全育成・福祉向上を図るため、身体
に障害のある児童に対して、必要な医
療の給付を行った。

総合保健センター

（１－（４）－４の再掲） ・受給者数　　　102人 ・受給者数　　　135人

20 小児慢性特定疾患医療給付 継続 小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

総合保健センター

（１－（４）－６の再掲） ・受給者数　　　２３３人 ・受給者数　　　２５１人

A 小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。今後も国の基準を遵守していく
とともに、制度の内容を周知していく。

－－ － － －

－－ － －－ A 健全育成・福祉向上を図るため、身体
に障害のある児童に対して、必要な医
療の給付を行った。今後も国の基準を
遵守していくとともに、制度の内容を周
知していく。
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（７）基本目標７　子ども等にやさしく、安全・安心なまちづくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（１）　良質な住宅・良好な居住環境の確保 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 特定優良賃貸住宅 継続 窓口において、パンフレットを配布。 窓口において、パンフレットを配布。 住宅課

　 問合せ等に対しの周知 問合せ等に対しの周知
 
　 　

2 公営住宅における優先入居 継続 平成17年度入居者数４名、辞退者２名 平成1８年度入居者数２名、辞退者１名 住宅課

　 　 平成１８年度入居登録予定者数５名 期限切者数２名
平成１８年度入居登録予定者数８名

　 　

3 シックハウス対策 継続 建築指導課
　

　 　

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（２）　安全な道路交通環境の整備 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 歩行空間のバリアフリー化 継続 該当なし ― ― 都市計画道路・寺町通り線を２３４ｍ 107,000 106,505 都市計画道路・寺町通り線を１９３ｍ 街路課

　 整備した。 （50993） 整備する。 17,740

2 屋外広告物の撤去 継続 はり紙　　４，２２７枚 はり紙　　３，２６５枚 都市景観課
　 はり札　１８，８２２枚 はり札　１２，４８１枚

立看板　　２，８１７個 立看板　　１，３５６個
合計　　２５，８６６ 合計　　１７，１０２

3 生活道路における安全対策 継続 路面標示等による事故防止対策 路面標示等による事故防止対策 路面標示等による事故防止対策 ３～６の合計 安全安心生活課

　

80,932 74,879 60,888 60,713 62,971

１４１箇所 １３０箇所
4 カーブミラーの整備 継続 カーブミラーの新設、補修 カーブミラーの新設、補修 カーブミラーの新設、補修 上記のとおり 安全安心生活課

　

新設　７７基　　　修繕　２０３基 新設　７９基　　　修繕　２５６基
5 交通安全看板 継続 警戒標識、注意看板の設置 警戒標識、注意看板の設置 警戒標識、注意看板の設置 上記のとおり 安全安心生活課

５０基 ５０基
6 道路照明灯 継続 道路照明灯の新設 道路照明灯の新設 道路照明灯の新設 上記のとおり 安全安心生活課

　

５基 ３基
7 信号機 継続 安全安心生活課

　

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

所　管　課

決算額 予算額 決算額 予算額 所　管　課

決算額

№ 事　　業　　名 目標 予算額

予算額 決算額 予算額№ 事　　業　　名 目標 予算額

Ａ

　信号機等交通規制に関することは、所
管が埼玉県公安委員会となるので、窓
口である川越警察署に要望した。

　信号機等交通規制に関することは、所
管が埼玉県公安委員会となるので、窓
口である川越警察署に要望した。

上記のとおり

上記のとおり

上記のとおり

建築確認申請が提出されると、建築基
準法に適合しているか審査する。

建築確認申請が提出されると、建築基
準法に適合しているか審査する。

建築確認申請が提出されると、建築基
準法に適合しているか審査する。

違反広告物の掲出数そのものが減少傾
向にあり、市民ボランティアの方々によ
る地元からの除却活動の成果が表れて
おり、１９年度も引き続き事業を推進す
る。

　信号機等交通規制に関することは、所
管が埼玉県公安委員会となるので、窓
口である川越警察署に要望する。

0 0

0 0

1,45612,047

３～６の合計

0 0 0

0

中堅所得層のファミリー世帯向けに、居
住環境等の良好な賃貸住宅を供給する
ため、一定の所得者に家賃補助を行う
特定優良賃貸住宅の供給を促進する。

市営住宅入居に際し、１８歳未満の児
童が３人以上いる世帯（多子世帯）等、
特に居住の安定を図る必要のある世帯
に対する優先的な取り扱いを実施する。

Ｄ

Ａ

0

0 0

0 0

0 0

0 0 Ａ

0

7,8342,5214,441 Ａ

３～６の合計

上記のとおり

上記のとおり

上記のとおり

Ａ

0 0

37



8 市内循環バス（川越シャトル） 継続 都市交通政策課

　

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（３）　安全・安心なまちづくり 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 継続 公園整備課

2 旅客施設、車両等のバリアフリー化 継続 都市交通政策課

　

3 継続
建築指導課

（ハートビル法に基づく所要の措置）

4 公共施設等のバリアフリー化 拡充 都市計画道路・市内循環線の歩道 都市計画道路・市内循環線の歩道 都市計画道路・川越駅南大塚線の歩道 街路課

を１８ｍ整備した。 を１６５ｍ整備した。 を整備する。

5 本庁舎のバリアフリー化 継続 70,000 管財課
　

　
6 継続 授乳室の場所の確保 授乳室を設置予定 1,000 管財課

・２階保育課前スペースに決定 (H１９．９月末完成予定）
（１､2階のみトイレ改修工事）　　　　　

7 公園の整備 継続 公園整備課

8 防犯灯の整備 継続 防犯灯の新設及び既設の整備を行った。 防犯灯の新設及び既設の整備を行った。 防犯灯の新設及び既設の整備を行う。 安全安心生活課

　 ・新設：２３５灯 ・新設：２１６灯 ・新設：３５０灯
・修繕：４３７灯 ・修繕：３１６灯 ・修繕：３８０灯
・防犯灯総数：１９，３１２灯 ・防犯灯総数１９，５５１灯
　（平成１８年３月３１日現在） 　（平成１９年３月３１日現在）

45,997

5,748 126,950

46,65345,961 45,999

175,791 208,368 191,465 187,832Ａ

ユニバーサルデザインによる都
市公園等の整備

本庁舎における、子育て世帯に
やさしいトイレ等の整備

バリアフリー法（Ｈ18.6.21公布
Ｈ18.12.20施行）

202,870

「上郷公園ほか１公園健康施設整備
工事」において、健康遊具を設置。

本庁舎ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ内の手すり、東側階段
の手すり、階段の主要部分のノンスリッ
プラバーは、平成１６年度に設置済み。

こども用便座・床置式小便器・ベビー
チェアーは、平成１６年度に設置済み。

58,371

1,728

0

Ｂ

C

Ａ

Ａ

№ 事　　業　　名 目標 予算額 所　管　課決算額 予算額 決算額 予算額

JR川越線南古谷駅にバリアフリー施設
整備事業を行った。

ノンステップバスの導入に対して補助を
行った。(6台)

東武東上線新河岸駅、西武新宿線南大
塚駅のバリアフリー施設整備を行う予
定。

ノンステップバスの導入に対して補助を
行った。(6台）

市民サービスの向上のため、公園の
施設改修や新規整備等を実施。

実施公園数　　34公園

市民サービスの向上のため、公園の
施設改修や新規整備等を実施。

実施公園数　　30公園

良好な避難場所の提供や、改修、
補修による安全確保を行い、市民
生活の向上を図る。

高齢者、身体障害者等が円滑に利用で
きる特定建築物の促進に関する法律に
基づき、届出がされたものを、認定す
る。

建築基準法第６条第１項に基づく審査
及び、高齢者、障害者等の移動等の円
滑化の促進に関する法律に基づき、届
出がされたものを、認定する。（施行Ｈ
18.12.20）

「御伊勢塚公園健康遊具設置工事」
において、健康遊具を設置。

鉄道駅を中心とした住宅地や公共施設
への交通手段として市内循環バス（川
越シャトル）を運行する。

新路線に向けての検討を行った。

市内の主要な公共施設及び駅周辺等
への交通手段として市内循環バス（川
越シャトル）を運行する。

平成18年12月から鉄道駅を中心として
住宅地や公共施設を結ぶ新路線の運
行を開始した。また、受益者負担の観点
から料金体系の見直しも行った。

建築基準法第６条第１項に基づく審査
及び、高齢者、障害者等の移動等の円
滑化の促進に関する法律に基づき、届
出がされたものを、認定する。

ノンステップバスの導入に対して補助を
行う予定。(5台)

Ａ

Ａ

　公園内に健康遊具（介護予防遊具）
を順次設置し、既存の公園の有効利用
と市民の健康づくりを推進する。

Ａ

本庁舎エレベーターの改修工事を行う。
・各機内に手すり、鏡を設置予定。
・表示盤を車いす対応できる低い位置
に設置予定。
(H２０．２月完成予定）

204,128 Ｂ 119,300

1,4251,3651,500

0 0

96,00049,95954,000

208,618

1,575

0 0 0

42,279 6,350

0 0

0 0 0 0

本庁舎エレベーターの安全対策につい
て検討

1,4671,467

46,074

0

149,384 149,231
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（４）　子ども等の交通安全を確保するための活動の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 交通安全教育 拡充  幼児・児童・母親及び高齢者に対する  幼児・児童・母親及び高齢者に対する  幼児・児童・母親及び高齢者に対する 安全安心生活課

　 交通安全思想の普及を図るために実施 交通安全思想の普及を図るために実施 交通安全思想の普及を図るために実施
した。 した。 する。
１８２回　　２２,４３２人 １８４回　　２０,８９６人 ２００回　　２２,０００人

2 児童の登校時の交通の安全確保 継続 安全安心生活課

　

１０,２９５回 １０,５３５回 １０,５３５回

3 シートベルトの着用 継続 0 0 0 0 0 安全安心生活課

　

4 交通安全推進団体への補助 継続 交通安全推進協議会 1,440 1,440 交通安全推進協議会 1,440 1,440 交通安全推進協議会 1,440 安全安心生活課

交通安全母の会 1,000 1,000 交通安全母の会 1,000 1,000 交通安全母の会 1,000
交通安全協会 500 500 交通安全協会 500 500 交通安全協会 500
交通指導員会 50 50 交通指導員会 50 50 交通指導員会 50

5 交通安全運動 継続 安全安心生活課

　

6 放置自転車対策 継続  子どもや障害者、高齢者等の通行の  子どもや障害者、高齢者等の通行の  子どもや障害者、高齢者等の通行の 安全安心生活課

妨げである駅前の放置自転車を撤去 妨げである駅前の放置自転車を撤去 妨げである駅前の放置自転車を撤去
し、また、自転車を放置しないよう啓発 し、また、自転車を放置しないよう啓発 し、また、自転車を放置しないよう啓発
した。　（市内１１駅　撤去回数504回 した。　（市内１１駅　撤去回数515回 する。
　　　　　　　　　　　　　撤去台数6,783台） 　　　　　　　　　　　　　撤去台数5,873台） 　

7 チャイルドシートの使用 継続 チャイルドシート購入費補助制度の実施 4,800 3,397 チャイルドシート購入費補助制度の実施 3,960 3,957 3,600 安全安心生活課

(補助件数　６９４件） 　 　 （補助件数　８１０件） 　 　
チャイルドシート着用促進運動の実施 0 0 チャイルドシート着用促進運動の実施 0 0

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（５）　子ども等を犯罪等の被害から守るための活動の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 拡充 防犯推進体制の整備、防犯意識の高揚、 防犯推進体制の整備、防犯意識の高揚、 防犯推進体制の整備、防犯意識の高揚、 安全安心生活課

安全な地域コミュニティの推進に努めた。 安全な地域コミュニティの推進に努めた。 安全な地域コミュニティの推進を図る。
・№２～１１事業の展開 ・№２～１１の事業の展開 ・№２～１１の事業の展開

2 庁内における防犯推進体制 継続 0 安全安心生活課

　

・防犯推進庁内会議の開催：２回 ・防犯推進庁内会議の開催：１回 ・防犯推進庁内会議の開催
・埼玉県警察本部派遣職員の配置：１名 ・埼玉県警察本部派遣職員の配置：１名 ・埼玉県警察本部派遣職員の配置：１名
・防犯パトロール支援車の導入：１台 ・防犯パトロール支援車の巡回強化 ・防犯パトロール支援車活動の充実

42,455

28,744 27,161 32,282 30,706 12,240

68,531 61,282 42,041 37,116

13,154

1,852 1,774 1,736 1,694 1,650

12,830 12,354 13,024

2,400 1,608 2,400 1,629 2,160

決算額

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

№ 事　　業　　名 目標 予算額

・春の全国交通安全運動
・夏の交通事故防止運動
・秋の全国交通安全運動
・年末年始の交通事故防止運動等の実
施

川越市防犯のまちづくり基本方
針に基づく各種施策

関係部署を中心に、行政における防犯
推進体制の整備を図った。

各交通安全運動に県からの要請で実施
した。

児童・生徒の登校時における交通安全
の確保、正しい交通ルールとマナーの
指導を図るために実施した。

所　管　課

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額

決算額 予算額

所　管　課予算額

Ａ

予算額

各交通安全運動に県からの要請で実施
する。

児童・生徒の登校時における交通安全
の確保、正しい交通ルールとマナーの
指導を図るために実施する。

児童・生徒の登校時における交通安全
の確保、正しい交通ルールとマナーの
指導を図るために実施した。

Ａ

A各交通安全運動に県からの要請で実施
した。

12,642

チャイルドシート購入費補助制度及び
チャイルドシート着用促進運動を実施
し、チャイルドシートの普及、着用率の
向上に努める。

関係部署を中心に、行政における防犯
推進体制の整備・充実を図る。

・春の全国交通安全運動
・夏の交通事故防止運動
・秋の全国交通安全運動
・年末年始の交通事故防止運動等を実
施予定

・春の全国交通安全運動
・夏の交通事故防止運動
・秋の全国交通安全運動
・年末年始の交通事故防止運動等の実
施

Ａ

Ａ

0 0 0 0関係部署を中心に、行政における防犯
推進体制の整備・充実を図った。
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3 地域における防犯推進体制 継続 0 安全安心生活課

　

・重点地域、強化地域の指定：５地域 ・重点地域、強化地域の指定：５地域 ・重点地域、強化地域の指定：３地域
・地域安全協定の締結：２企業等 ・地域自主防犯ステーション管理・運営 ・地域安全協定の締結

協定の締結：２箇所

4 防犯体制 継続 埼玉県、埼玉県警察等の関係機関との 埼玉県、埼玉県警察等の関係機関との 埼玉県、埼玉県警察等の関係機関との 0 安全安心生活課

連携強化を図った。 連携強化に努めた。 連携強化に努めた。

・川越警察署との連携強化 ・川越警察署との連携強化

5 防犯協会、暴力排除推進協議 継続 防犯関係団体との連携強化を図った。 防犯関係団体との連携強化を図った。 防犯関係団体との連携強化を図った。 0 安全安心生活課

・川越防犯協会の運営助成 ・川越防犯協会の運営助成の促進 ・川越防犯協会の運営助成

6 犯罪情報・防犯情報 継続 警察等関係機関と連携し、犯罪情報や 0 安全安心生活課

防犯に関する情報の提供に努めた。

・犯罪情報、防犯情報のチラシの配布 ・「小江戸川越防犯のまちづくり情報」
・地域安全安心情報ネットワークの構築 メール配信サービスの導入・活用

・効果的な広報媒体等の活用研究
7 防犯並びに暴力排除推進大会 継続 防犯関係団体、地域防犯推進委員及び 防犯関係団体、地域防犯推進委員及び 0 安全安心生活課

事業所等の関係者７６８人が参加した。 事業所等の関係者７１０人が参加した。
・防犯功労者等の表彰：３７名（団体） ・防犯功労者等の表彰：３６名（団体）
・活動事例発表：２団体 ・活動事例発表：４団体

8 防犯に関する普及啓発活動 継続 市民の防犯意識の高揚を図った。 市民の防犯意識の高揚を図った。 市民の防犯意識の高揚を図る。 0 安全安心生活課

・防犯ガイドブック等の配布 ・防犯ガイドブック等の配布 ・防犯ガイドブック等の配布
・防犯啓発用ビデオの貸し出し ・防犯啓発用ビデオの貸し出し ・効果的な広報媒体等の活用
・広報川越特集記事（４頁）の掲載 ・広報川越特集記事（４頁）の掲載
・庁舎電子表示盤の活用 ・庁舎電子表示盤の活用

9 地域安全協定に基づく防犯パト 継続 0 安全安心生活課

・４００台の車両に「防犯パトロール実施 ・４００台の車両に「防犯パトロール実施 ・防犯啓発用マグネットシートの貼付
中」と表示したマグネットシートを貼付 中」と表示したマグネットシートを貼付

10 市公用車による防犯パトロール 継続 0 安全安心生活課

・防犯啓発用マグネットシートの貼付

11 地域における防犯活動 継続 自治会等を中心に自主防犯活動の促進 自治会等を中心に自主防犯活動の促進 自治会等を中心に自主防犯活動の促進 0 安全安心生活課

支援に努めた。 支援に努めた。 支援に努める。
・１０１団体への防犯パトロール用資機材 ・１５４団体への防犯パトロール用資機材 ・防犯パトロール用資機材の提供
の提供 の提供 ・防犯のまちづくり出前講座の開催
・普及用ビデオの配布：９０本 ・地域自主防犯ステーションの整備：2箇所

12 防犯実技研修会 継続 スク－ルガ－ド養成講習会を実施した。 0 0 スク－ルガ－ド養成講習会を実施する
予定。

0 教育指導課

・小・中学校生徒指導主任とスク－ルガ
－ド１０２名が参加した。

・参加対象者は、小・中学校生徒指導主
任及び安全主任、スク－ルガ－ドとす

・内容は、講演及び不審者対応実技講習 ・内容は、講演及び不審者対応実技講
・講師は川越警察署職員など ・講師は川越警察署職員など

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・公用車２９４台と公用電気自転車３０台
に「防犯パトロール実施中」と表示した
マグネットシートを貼付

自治会・事業所を中心に、地域における
防犯推進体制の整備・促進に努めた。

0 0

0

0 0

Ａ

Ａ

協定締結事業所車両等による通常業務
を通じての防犯パトロールを実施する。

自治会・事業所を中心に、地域における
防犯推進体制の整備・促進の強化に努
めた。

・「小江戸川越防犯のまちづくり情報」
メール配信サービスの活用

平成１９年１０月１９日（金）、やまぶき会
館において、第２０回防犯並びに暴力排
除推進大会を開催する。

Ａ

Ａ

0 0

0

・埼玉県防犯のまちづくり推進事業の協
力

様々なメディアを活用して、犯罪情報や
防犯情報の積極的、効果的な提供に努
める。

・公用車２９４台と公用電気自転車３０台
に「防犯パトロール実施中」と表示した
マグネットシートを貼付

協定締結事業所車両等による通常業務
を通じての防犯パトロールを実施した。

市公用車等による通常業務を通じての
防犯パトロールを実施した。

・県防犯のまちづくり実践事例集の発行
協力

市公用車等による通常業務を通じての
防犯パトロールを実施予定。

Ａ

・埼玉県防犯のまちづくり推進事業の協
力

協定締結事業所車両等による通常業務
を通じての防犯パトロールを実施した。

市公用車等による通常業務を通じての
防犯パトロールを実施した。

・川越市暴力排除推進協議会事業活動
の促進

0 0 0 0自治会・事業所を中心に、地域における
防犯推進体制の整備・促進を図った。

0 0

0 0 0 0

0 0

0

0 0 警察等関係機関と連携し、犯罪情報や
防犯に関する情報の積極的な提供に努
めた。

0 0 0 0

0 0 0

0 0

・川越市暴力排除推進協議会事業活動
の促進

当該年度、市教委主催の防犯実技研修
会は実施しなかった。

0 0

0 0 0

0
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13 ＣＡＰプログラム 継続 未実施 0 0 未実施 0 0 未実施 0 子育て支援課

  

14 「子ども１１０番の家」 継続 青少年課
（５－（３）－１３の再掲）

・青少年を育てる地区会議　１０地区 ・青少年を育てる地区会議　１２地区

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

７－（６）　被害に遭った子どもの支援の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 継続 300 300 300 300 犯罪被害者支援関係団体と連携を図る。 300 安全安心生活課
・川越市犯罪被害者支援推進協議会の

・川越市犯罪被害者支援推進協議会の ・川越市犯罪被害者支援推進協議会の 運営助成
運営助成 運営助成

2 家庭児童相談 拡充 子育て支援課
（５－（１）－９の再掲）

児童虐待防止ネットワーク会議 拡充
（６－（１）－３の再掲）

　

要保護児童対策地域協議会 継続
（児童虐待防止ネットワーク会議）

（６－（１）－３の再掲）

犯罪被害者支援推進協議会へ
の補助

犯罪被害者支援関係団体と連携を図っ
た。

犯罪被害者支援関係団体と連携を図っ
た。

－ － 「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

子育て支援課

Ａ

Ａ

－

A3

D

№ 事　　業　　名 目標 所　管　課決算額 予算額 決算額 予算額

要保護児童対策地域協議会 －

－

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じる。
・保育所入園相談、審査及び事後フォ
ロー
・グループ指導会の実施
・就学支援委員会
・子育て講演会

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付する。

－ － － －要保護児童の早期発見や、適切な保護
を図るため、当協議会において関係機
関や関係者が情報や考え方を共有し、
適切な連携の下で、要保護児童支援を
行うため、協議をしていく。また、法務局
等新たな関係機関の参加についても検
討していく。

－要保護児童の早期発見や、適切な保護
を図るため、当協議会において関係機
関や関係者が情報や考え方を共有し、
適切な連携の下で、要保護児童支援を
行うため協議をした。

－ － － －要保護児童対策地域協議会へ移行

－

－

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・保育所入園相談、審査及び
　　　　　事後フォロー３３回　延べ２３１
人
・グループ指導会の実施
　　　　　　　　　　　　　３２回　延べ３８６人
・就学支援委員会　　　９回出席
・子育て講演会　　　　　１回　８６名参加

－

川越市児童虐待防止ネットワーク会議
において、関係機関の連携強化を図り、
虐待の予防・早期発見及び被虐待児の
迅速かつ適切な保護等虐待防止対策を
講じる。また、要保護児童対策地域協
議会への移行を行った。

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・保育所入園相談、審査及び
　　　　事後フォロー３４回　延べ２５８人
・グループ指導会の実施
　　　　　　　　　　　　３２回　延べ４５３人
・就学支援委員会　　７回出席
・子育て講演会　　　　１回　７９名参加

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

Ａ－ － －

－

予算額
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